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一
五
六
C

三
ニ
六)

(

注
？)

：「

わ
が
日
常」

中

の

「

わ
が
：住
居」

の
項
、
同
書
四
七
ー
賢
。
新
潮
社
、
昭
和
三
十
八
年
刊
。

(

注
8)

「

私
と
社
会
主
義
/

前
掲
書
、
：.九
三
頁
。

(
注
9)

.

「

私
と
社
会
主
義」

前
掲
書
、.
七
.五
I
七
六
頁
。.
小

泉

.^
生
.に
よ
れ
ば
，
福
田
博
士
はT

終
始
マ
ル
ク
ス
の
フ
ァ
ン
'

.
で
あ
ら
た
。

(

注
10)

「

私
と
社
会
主
義J

、

前
掲
書
'
七
三
頁
、
‘

五
頁
。

■

.'
 

:

 

■

 

.

.

.

.

.

(

後
託)
;(
-
-故
野
呂
栄
太
-Kf
氏
は
、
.大
正
九
年
に
経
済
学
部
に
入
学
し
て
い
る
。
同
氏
の
卒
業
前
年
の
大
正
十
四
年
三
月
に
政
府
は
、
普
通
選
挙
法
と
包
き 

合
わ
せ
て
治
安
維
持
法
を
通
過
せ
し
め
、
#
い
反
動
時
代
の
幕
を
開
け
て
い
る
,こ
.れ
は
、
震
災
後
ま
す
ま
す
高
ま
る
民
主
主
義
の
風
潮
、
労
働
階
級
の
結 

社
と
政
党
の
姐
織
化
お
よ
び
普
選
法
通
過
後
の
政
治
.
思
想
運
動
を
弾
庄
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
反
動
立
法
は
同
時
に
、
以
前
か
ら
の
右
翼
兮 

子
の
結
社
化
と
活
動
と
を
刺
激
し
た
。
治
安
維
持
法
の
最
初
の
適
用
は
、
大
正
十
五
年
ー
月
十
五
日
の
京
都
大
学
学
連
泰
件
で
あ
っ
た
。
塾
員
の
大
塚
嘉
次 

氏
の
談
に
よ
れ
は
野
呂
氏
は
こ
の
事
件
後
に
卒
業
論
文
を
提
出
し
た
。
こ
の
事
件
は
東
京
の
諸
大
学
生
に
も
波
及
し
た
が
、
野
呂
氏
は
三
辺
金
蔵
先
生
上 

小
泉
信
三
先
生
と
の
断
固
た
る
配
慮
に
よ
っ
て
.'
無
事
に
四
月
に
行
わ
れ
允
卒
業
式
を
終
え
た
。
だ
が
.卒
業
式
終
了
後
叹
そ
：の
日
に
、
右
の
学
連
事
件
で
検 

挙
さ
れ
た
、
と
の
こ
と
で
あ
る
。.
思
う
に
小
泉
先
生
は
、
合
理
的
考
察
を
旨
と
す
る
経
済
学
者
で
あ
る
と
同
時
に
、
合
理
的
考
え
方
の
®
違
を
乗
り
越
え
る 

ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ス
ト
の
風
格
を
も
つ
思
想
家
で
あ
っ
た
？

.

㈡

小
泉
先
生
の
マ
ル
ク
シ
ズ
ム
批
判
を
評
し
て
大
内
兵
衛
先
生
は「

…
…

こ
の
批
判
は•：

.
•

…

上
等
の
品
格
あ
る
批
判
だ
と
思
う」

(

文
芸
春
秋
、
昭
和
四 

十一

年
七
月
号
、
ニ
五
八
頁)

と
さ
れ
へ
ま
た
向
坂
逸
郎
氏
は
ー…

…

小
泉
さ
ん
の
マ
ル
ク
ス
.の
理
論
に
対
す
る
批
評
の
多
く
は
、批
判
と
し
て
最
高
の
も
の 

で
あ
る…

…

小
泉
さ
ん
の
マ
ル
ク
ス
批
判
は
、私
の
前
に
あ
る
学
問
の
道
を
け
わ
し
く
し
た
。
私
は
、小
泉
さ
ん
の
マ
ル
ク
ス
批
判
の
装
備
が
よ
か
っ」

こ
だ
け 

に

.私
は
私
.な
り
に
、
装
備
を
よ
く
す
る
こ
と
を
つ
と
め
た
の
で
あ
っ
た
。
私
は
今
日
で
も
若
い
人
々
に
、
小
泉
さ
ん
の
マ
ル
ク
ス
批
判
を
読
ん
で
、
こ
て 

に
完
全
に
答
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
れ
、
と
す
す
め
：る…

…
」

■
(

文
芸
春
秋
、
昭
和
四
十
一
年
ニ
月
号
、
一,ー
八
七
丨
八
頁)

.と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
 

上
等
ま
た
は
最
高
の
批
判
と
か
、
装
備
の
よ
い
批
判
と
か
い
わ
れ
る
所
以
は
、
小
泉
先
生
が
マ
ル
ク
ス
の
諸
著
作
を
熱
心
に
研
究
し
、

マ
ル
ク
ス
価
値
論
批 

半
の
た
め
に
は
さ
ら
に
ロ
ー
ト
へ
ル
タ
ス
や
リ
ヵ
ー
ド
そ
の
他
を
研
究
し
、唯
物
史
観
批
判
の
た
め
に
は
、
さ
ら
に
ク
ー
ノ
ー•

フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
の
著
書
を 

手
引
き
と
し
て
へ
ー
ゲ
ル
哲
学
を
研
究
し
、
ま
た
新
力
ン
ト
派
に
属
す
る
人
々
の
多
く
の
著
作
'を
読
破
し
て
.、
：自
己
の
.見
.解
を
形
成
さ
れ
た

事

実

に

よ
る
も 

の
.で
あ
ろ
う
。
本
稿
で
'は
先
生
の
唯
物
史
観
批
判
に
は
ふ
れ
な
か
っ
た
。
だ
が
結
局
に
お
い
て
、
先
生
の
批
判
め
提
起
す
る
主
要
な
論
点
は
、
⑴
形
式
論
理 

学
と
弁
証
法
論
理
学
の
適
用
性
の
問
題
、
⑵
弁
証
法
的
歴
史
的
必
然
論
に
お
け
る
因
果
性
と
目
的
性
の
一
致
の
問
題
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
先
生
は
、

.1
)
に 

つ
い
て
は
、
弁
証
法
論
理
学
を
重
視
し
な
い
で
形
式
論
理
学
的
思
考
法
則
に
立
脚
し
、
⑵
に
つ
い
.て
ば
、
機
械
的
必
然
論
の
見
地
か
ら
論
評
し
、
弁
証
法
的 

な
因
果
性
と
目
的
性
の
一
致
に
反
対
し
て
、
ヵ
ン
ト
の
実
践
理
性
的
な
も
の
.の
肯
定
に
接
近
さ
れ
て
い
る
。
 

.

1888年 （明治21年)1 8 8 9 年 
(明治22年)1890年 (明治23年)

東
京
市
芝
区
三
田
に
生
ま
れ
る
。
父 

信
吉
は
旧
紀
州
徳
川
藩
士
、
江
戸 

に
出
て
福
沢
諭
吉
の
塾
に
学
び
、
 

開
成
学
^-(

後
の
束
京
帝
国
大
学)

教

授
、
横
浜
正
金
銀
行
副
頭
取
、
大 

蔵
省
奏
任
御
用
掛
を
歴
任
、
明
治 

ニ
0
年
慶
応
義
塾
長
と
な
る
。

枢
密
院
を
置
く
、
議
長
伊
藤
博
文
〇
黒
田
内
閣
成
立 

〇
森
鷗
外
ド
ィ
ツ
留
学
ょ
り
帰
朝
。

(

仏)

ブ
ー
ラ
ン
ジH

事
件
.

中
江
兆
段「

国
会
論」

、
植
木
枝
盛 

'

「

国
会
組
織
闻
民
大
会
議」
、
吉
本
襄 

「

高
島
炭
坑
坑
夫
虐
遇
の
実
況
/
福
沢
論
吉「

日
本
男
子
論」「
突
業
論」

大
日
本
帝
国
憲
法
等
公
布
o
森
有
礼
暗
殺
〇
東
海
道
本 

線
開
通
〇
地
租
代
米
納
廃
止
。

(

英)

P
ン
ド
ン
港
ド
ッ
ク
労
働
者
ス
ト
、
大
勝
利
。

.

〇

パ
リ
で
第
二
イ
ン
タ
ー
結
成
*

大
井
患
太
郎r

自
山
略
論
/

伊
藤
博
文「

帝
国
憲
法
義
解
/

父
信
吉
慶
応
義
塾
長
を
辞
し
間
も
な 

く
日
本
銀
行
に
入
る
。
牛
込
筑
土 

八
幡
に
移
転

第
一
回
衆
讓
院
総
選
挙
〇
帝
国
議
会
開
院
〇
立
憲
自
由 

党

•
国
民
自
由
党
結
成
〇
教
育
勃
語
発
布
。

o

世
界
恐
慌
-

(

独)

社
会
主
義
労
®
党
総
選
挙
に
躍
進
•
•

〇

ベ
ル
リ
ン
で
国
際
労
勘
会
議
開
催
。

.

(

仏)

北
フ
ラ
ン
ス
に
ゼ
ネ
ス
ト
。

.

(

露)

ナ
ロ
一
ド
ニ
キ
運
動
拡
が
る
•

(

英)

マ
ー
シ
ャ
ル「

経
済
原
論
/

小
泉
信
三
博
士
年
譜
お
ょ
び
著
作
目
録

年

| 

.

年 

譜

| 

三
田
学
会
雑
誌
掲
載
論
文
•
著
作
目
録 

社
会
■
経
済
年
表

父
が
0
本
銀
行
か
ら
派
遺
さ
れ
て
横 

-

浜
正
金
銀
行
支
配
人
と
な
り
、
横

t
泉
信
三
博
士
年
譜
お
よ
び
荖
作
目
録

大
津
事
件
〇
第
，一
次
松
方
内
閣
成
立
。

(

独)

社
会
民
主
党
大
会『

エ
ル
フ
ル
ト
辆
領』

を
浓
択
*

1

五

七

(

ニ

ニ

ニ

七

)



1 8 9 4 早 
_(明治27年)

年
年 

2
35 

9 0
治 

1
.明/I
V

1 9 0 1 年 
(明治34年)

横
浜
学
校
入

父
in

死
去Q

91

年|

浜
桜
木
町
に
移
転
*

：

年
年I 

5

28 

89

治 | 
1
0

芝
三
田
四
国
町
に
移
転
、
そ
の
後
三 

m
山
上
の
福
沢
邸
内
の
一
棟
に
住 

む
三
田
台
町
の
御
田
小
学
校
に 

転
校
。一 

ニ
月
に
三
田
四
丁
ロ
に 

転
宅
。

福
沢
論
吉
死
去
。

御
田
小
学
校
ょ
り
慶
応
義
塾
普
通
部 

1」

年
へ
編
入
。
こ
の
頃
ょ
り
テ
ニ 

ス
を
習
い
始
め
る
。

1 9 0 5 年
(明治38年:

慶
応
義
塾
大
学
部
予
科
に
進
む
。

(明治 
、40 年‘

大 
郎学 
、部

林政 
毅治 
陸科

福進 
田み 
，徳 、 
三田 
、中 

堀萃 
江一

1

五

八

(
一

三
ニ
八)

(

伊)

.社
会
党
結
成
、
サ
ン
ジ
カ
リ
ス
ト
活
躍
*

(

米)
H

ジ
ソ
ン
活
動
写
真
機
を
発
明
。

日

清
戦
争
〇

朝

鮮

東

学

党

の

乱

起

る

〇

仏

人

ボ

ア
ソ
.ナ 

丨
■ド
帰
国
。
 

.

(

仏)

ド
レ
フ
ュ
ス
事
件• 

| 

o

伊

'
仏
で
ア
ナ
キ
ス
ト
取
締
法
制
定
。
 

一

|

下

関

条

約

〇

三
国
干
渉
〇

台
湾
に
独
立
運
動
起
り
軍
塚 

一
に
ょ
っ
て
鎮
圧
。

一
.(

仏)

C
G
T成
立
* 

.

j 

(

独)

エ
ン
ゲ
ル
ス
死
。

i

〇

伊H

戦
爭
。

| 

(

独)

レ
ン
ト
ゲ
ン
叉
線
を
発
見
。
 

j

|

第 

一

\

次
桂
内
閣
〇
田
中
正
造
足
尾
鉱
毒
事
件
を
直

訴

〇 

|

日
本
社
会
民
主
党
結
成
〇
孫
文
亡
命
。

.幸
徳
秋
水「

卄
世
紀
の
怪
物
帝
国
主
義
/

中
江
兆
民r

一
年
旨
#
.「

充 

1

年
有
半」

、
安
部
磯
雄
-»
社
会
民
主
党
宣
言
/ 

-

日
英
同
盟
成
立
〇
教
科
書
疑
獄
事

件

。

.

(

露)

シ
ベ
リ
ア
鉄
道
完
成
。

一
.(

仏)

フ
ラ
ン
ス
社
会
党
?
0
!
&
0
結
成
*

| 

.(

独)

ゾ
ン
バ
ル
ト「

近
代
資
本
主
ぎ
ノ 

〇

ボ
.丨
ア
戦
^
終
る
。

日
露
戦
争
終
る
〇
講
和
反
対
運
動
暴

動

化

。

(

露)

第
一
次
ロ
シ
ア
革
命
。

(

米)

I
W
W結
成
*

(

モ
ロ
ツn)

.

第
一
次
モ
ロ
ッ
コ
勒
件
。

足
尾
銅
山
大
ス
ト
ラ
ィ
キ
〇
日
本
平
民
党
、
日
本
社
会 

I
党
結
成
即
日
禁
止
。

1 9 0 9  年 
ー(明治42年)1910年 （明治43年）

1 9 1 1 年
k卵治44年)

年
年 

45
元 

治
正 

明
大

年219

塾
ょ
り
経
済
学
研
究
の
た
め
海
外
留 

学
を
命
ぜ
ら
れ
、
九
月
出
発
、
上 

海
、
香
港
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
経 

て
、

一
一
月
ロ
ン
ド
ン
着
。

「

雛
！
y
fI i
-
経
済
学
教
科
書」

(

批
評
と
紹
介)

第
六 

巻
第
一
号

「

主
観
的
価
値
論
沿
革
の
一
節」

(

雑
録)

第
六
卷
第

二
号

「

掘
江
教
授
著
中
央
銀
行
と
金
融
市
場」

(

批

評

と

Is
介
ゾ 

第
六
卷
第
二
号

日
本
労
働
総
同
盟
友
愛
会
創
立
〇
第
三
次
桂
内
閣
〇
呉 

海
軍
エ
厳
ス
ト
0
京
大
沢
柳
事
件
。

(

中)

中
華
民
国
成
立
、
第
二
本
命
•

(

露)

プ
ラ
ウ
ダ
創
刊
。

o

第
一
-
一
ィ
ン
タ
ー
•

バ
ー
ゼ
ル
会
議
、
戦
争
反
対
決
議
。

(

米)

ウ
ィ
ル
ソ
ン
大
統
領
と
な
る
• 

o

第
一
次
バ
ル
カ
ン
較
争
起
る
。

■

小
泉
信
三
博
士
年
譜
お
よ
び
著
作
目
録

1

五

九

(

一
三
ニ
九)

「

社
会
価
値
の
概
念」

，

(

本
年
二
月
発
行Q

u
arterly 

Journal of E
c
o
n
o
m
i
c
s

 

2
1
3
—
23
2 

ヨ
セ
フ
シ 

ユ
ム
ぺ
ー
タ
ー
氏
の
所
説
兰
田
読
書
会
報
告)

.(

雑 

録•

附
福
田
徳
三
附
言)

第
二
卷
第
四
号

伊
藤
博
文
ハ
ル
ピ
ン
で
暗
殺
さ
れ
る
〇
新
聞
紙
法
公

布V(

英)

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
土
地
法
案
通
過
。

永
井
荷
風「

ふ
ら
ん
す
物
語」

、
幸
徳
秋
水
ら「
自
11
1
思
想」

gi
l
fl
e

慶
応
義
塾
大
学
部
政
治
科
卒
業
、
そ 

の
教
員
に
採
用
さ
れ
る
。
水
上
滝 

太
郎
、沢
木
四
万
吉
ら
と
交
わ
る
。

「

三
田
文
学」

創
刊
。

「

実
際
経
済
政
策
に
対
す
る
経
済
学
の
意
義」

(

力ー

ル
、
 

デ
ー
ル
教
授
が
昨
年
一
一
月
フ
ラ
イ
ブ
ル
グ
大
学
に
於 

て

試

み

た

る

就

任

講

演

の

大

意

I
 

M
c
h
e
r

 

fiir 

N
a
t
S
k

CS
C
, statistik. 1

909)
(

雑 

録
.附
福
田
徳
三
附
記)

第
三
巻
第
三
号 

.

「

ア
ダ
ム
、
ス
.ミ
ス
国
富
論
解
題
略」

(

雑
録
•
福
田
徳 

三
校)

第
四
卷
第
一
号

「

イ
ナ
マ
教
授
の
日
本
墨
西
哥
比
較
論」

(

雑
録)

第 

四
卷
第
三
号

大
逆
事
件
〇
韓
国
併
合
〇
H
場
法
案
発
表
。

(

英)

南
ア
フ
リ
カ
速
邦
を
併
合
。

「

白
棒」

削
刊
、.「

三
田
文
学j

創
刊
。

「

ヘ
ル
マ
ン
、

ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
、
ゴ
ッ
セ
ン
と
其
学
説
、

生
誕
一
百
年
記
念
の
為
め
に」

第
五
巻
第
一
号 

「

ア
ダ
ム
、
ス
ミ
ス
略
伝
並
び
に
国
富
論
諸
版
本
に
就 

い
て」

第
五
巻
第
三
号

第
二
次
西
園
寺
内
閣
〇
片
山
潜
の
社
会
党
結
成
、
禁
止 

〇
工
場
法
公
布
〇
平
塚
雷
鳥
ら
青
鞛
社
結
成
。

(

中)

s

f

 

>孫
文
臨
時
大
統
領
と
な
る
。

幸
徳
秋
水「

基
督
抹
殺
論」

、
西
田
幾
多
郎「

善
の
研
究」

。

1907ゴ丨

■M

一
 

な
ど
の
教
え
を
う
け
る
。

0

三
国
協
商
。

〇

第
二
イ
ン
タ
ー
総
会
世
界
戦
争
反
対
宣
言
可
決
。
 

〇

各
国
に
金
融
恐
慌
。



1 9 1 5 年 (大正4 年) 1914年 （大正3 年） 1 9 1 3 年 (大正2 年)

六G

 

(

ー
ニ
ニ
三
〇)

ロ
ン
ド
ン
経
済
学
校
に
学
ぶ
。.
一
一 

月
ド
ィ
ッ
に
移
つ
て
ベ
ル
リ
ン
大 

学
に
入
学
し
*
シ
ユ
モ
ラ
I
、
ヮ 

グ
ナ
ー
、

へ
ル
ク
ナ
ー
、..オ
ッ
ぺ

ン
ハ
ィ
マ
ー
の

講
義
を
聴
く
と
と 

も
に
、
高
等
商
業
学
校
に
お
い
て 

ゾ
ン
バ
ル
ト
の
講
義
を
受
け
る
。

-

九
>1

大
学
予
修
科
設
E

。

◊
訳
进 

,

ジ
ェ
ブ
ン
ズ
著「

経
済
学
純
理」

(

福
田
徳
三
.坂
西
由 

蔵
編
纂
、
内
外
経
済
学
名
著
第
一
冊)

同
文館

：.
_

第

一

次

大

戦

起

り

、

ド
イ
ッ
を
退
去 

し
て
洱
び

イ

ギ

リ

ス

へ

。

し
ば
ら 

く

ケ

ン

ブ

リ

ッ

ジ

大

学

に

学

び

、
 

ビ

グ
ー
、

ケ
イ
ン
ズ
の
講
義
を
聴

全
国
新
聞
記
者
東
京
で
護
憲
大
会
〇
第
一
次

山

本
内
間 

〇
台
湾
独
立
運
動
弾
圧
〇
京
大
沢
柳
事
件
。

0

第
二
次
バ
ル
カ
ン
戦
争
。

(

独)

P
I
ザ

.
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク「

資
本
落
秸
論」•

シ
ー
メ
ン
ス
事
件
〇
護
憲
運
動
起
る
〇
第
，二
次
大
限
内 

閣O

対
独
宣
戦
、
山
東
半
島
上
陸
、
青
島
陥
0

.

o

世
界
大
戦
.

〇

各
囷
社
会
党
戟
争
支
持
に
転
し
第
二
イ
ン
タ
. 

(

仏)

ジ
ヨ
レ
ス
暗
殺
さ
れ
る
*

(

米)

パ
ナ
マ
運
河
開
通
。

(

英)

労
©
組
合
、
産
業
上
の
休
戦
を
協
定
*

.崩
壊
。

ケ
ン
フ
リ
.ツ
ジ
#
.の
学
期
を
終
え 

て
、

ロ
ン
ド
ン
へ
、
沢
木
、
水
上 

と
同
宿
、
ブ
リ
テ
ィ
シ
.ユ•

ミ
ユ 

.

丨
ゼ
ア
ム
で
■読
書
.、
近
く
に
い
た
.
 

島
崎
藤
村
も
加
わ
つ
て
四
人
で
ょ 

く
雑
談
す
る
。

一
〇
月
ロ
ン
ド
ン 

を
去
り
、
ス
イ
ス
、
イ
タ
リ
ア
を 

.
旅
行
、
の
ち
戦
時
の
パ
リ
へ
行
き
、
 

沢
木
、
水
上
と
同
宿
、
ソ
ル
ボ
ン 

ヌ
で
聴
講
*
シ
ヤ
ー
ル
•
ジ
ー
ド
、

◊
訳
寒

ロ

ー

ス

‘
デ
ィ
ツ
キ
ン
ソ
ン
.著

「

戦

争

是

非」 

金
蔵
と
共
訳)

■

慶
応
義
塾
出
版
局
：

(

三
.辺

対
華
ニ
ー 

ヵ
条
の

要
求
◦
総
選
挙
、
大
浦
内
相
の
大
干 

渉

で

与

党

勝

利

。

_

0

戦
中
反
対
の
交
戦
国
社
会
主
義
者
、
ツ
イ
ソ
メ
ル
ワ
ル
ト
で
国
際 

.

社
会
主
義
委
員
会
を
組
锈
*

S

ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
相
対
性
理
論
を
完
成
•

、

ク
ロ
ポ
ト
キ
ン•

大
杉
訳「

相
互
扶
助
論
/
ト
ル
ス
ト
イ•

相
馬
御
艮
訳 

「

戟
争
と
平
和」

、
，

「

近
代
思
想」

再
刊
*

1 9 1 7 年 （大正 6 年） 1 9 1 6 年 (大正5 年)

リ
ス
ト
な
ど
の
教
授
が
い
た< 

七

月

三
辺
金
蔵
留
学
よ
り
帰
国
*

二
月
パ
リ
を

出
発
、
P
ン
ド
ン
、
ニ 

ユ
I

ョ
ー
ク
を
経
て
三
月
帰
^
。
 

.塾
大
学
部
教
授
と
な
り
、
経
済
原 

論
、
経
済
学
史
、
社
会
問
題
担
当
。
 

阿
部
泰
蔵
の
.
三

女

と

み

(

水
上
淹
太 

S

妹)

と
結
婚
、
鎌
.倉
小
町
に
新 

居
を
も
つ
。

「

所
得
を
中
心
と
す
る
経
済
理
論
の
結
構(

一)
(

営
利 

と
享
楽)

」
(

論
説)

第
一
〇
巻
第
一
〇
号 

.

「

英
国
戦
後
財
政
改
革
の
一
案」

(

雑
録)

「

所
得
を
中
心
と
す
る
経
済
理
論
の
結
構(

ニ 

•完)
(

営 

利
と
享
楽)」

第
一
〇
巻
第
一一

号

■大
隈
首
相
襲
わ
•れ
、
寺
内
内
閣
成
立
〇
工
場
監
督
官
設 

匱
:0
夏
目
漱
石
死
。

：

:
(

独)
.

ス

パ

，
ル

タ

ク

ス

En
結
成
' 

反
戦
運
動
展
開
。

(

英)

p
>
rド
ジ
3 ~

ジ
内
閣
。

§

レー

 

二
ン「

帝
国
屯
義
論」

。

(

英)

ラ
ッ
セ
ル「

社
会
改
造
の
原
理
/

中
島
力
造「

英
国
功
利
説
研
究」

..、
朝
永
三
十
郎「

近
世
に
於
け
る
我
の 

自
覚
史•

独
逸
思
想
と
そ
の
背
景」

、
律
田
左
右
吉「

文
学
に
见
は
れ
た 

我
が
国
民
思
想
の
研
究」

、
吉
野
作
造「

患
政
の
本
義
を
説
い
て
典
有
終 

の
美
を
済
す
の
途
を
論
ず」

(

中
央
公
論)

、
中
•条
百
合
子「

贫
し
き
人
 々

の
群」

(

中
央
公
論)

。

三
月
留
学
生
派
逍
の
復
活(

第
一
次
、
増 

井
幸
雄
，
八
年
以
後
每
年
：

I。

四
月
医
学
科
予
科
授
業
開
始
*

五
月
三
田
新
聞
発
刊
。
規
宠
上
初
め
て
教 

授
会
の
称
呼
•

「

英
国
社
会
運
動
史
に
就
て(

一)」
(

雑
録)

第
一 

巻
第
二
号
.

「

英
国
社
会
運
動
史
に
就
て(

ニ 

一一

巻
第
三
号

「

フ
チ
ル
チ
ナ
ン
ド
*

第
一
一
巻
第
五
号 

「

貧
困
論」

へ
雑
録)

「

フ
ェ
ル
デ
ナ
ン
ド
.

第
一一

卷
第
七
号

「

フ
ェ
ル
デ
ナ
ン
ド
.

_
第
一1

巻
第
八
号

「

フ
：ェ
：ル
デ
ナ
ン
ド
：
•

第

一
.

一
卷
第
九
号 

.

「

フ
ェ
ル
デ
ナ
ゾ

ド

■*
ラ
ッ
サ
ル
と

独
逸
労
働
者
ハ
五

完)
J 

(

雑
録)

第 

ラ
ッ
サ
ル
と
独
逸
労
働
者(

一)j

第
二
卷
第
六
号 

ラ
ッ
サ
ル
と
独
逸
労
働
者(

ニ)
」

ラ

ッ

サ

ル
と
独
逸
労
働
者(

三)
」

ラ
ツ
サ
ル
と
独
逸
労
働
者(

四)
」

長
崎
三
菱
造
船
所
大
ス
ト
〇
金
輸
出
禁
止
〇
石
井
ラ

ン 

.シ
ン
グ
協
定
。

.

(

露)

.' 
ロ
.シ
ア
革
命
、.
ケ
レ
ン
.
.ス
キ
ー
倒
れ
て
ソ
ヴ
ィ
_エ
ト
政
府
皮 

立
。

(

米)

，対
独
宣
戦
、
大
戦
参
加
"

:
:〇

英
仏
独
な
ど
で
反
戦
ス
ト
ラ
イ
キ
頻
発
。

(

独)

シ
ユ
べ
ン
グ
ラ
ー「

西
洋
の
没
范」

左
右
出
离
一
郎「

経
済
货
学
の
諸
間
翅」

、
河
上
蕺T

贫
乏
物
語」

。

小
康
信
三
博
士
年
譜
お
よ
び
著
作
目
録

.六一
(

ニ
ニ
三
一)



1 9 1 8 年 （大正 7 年）

六
ニ 

(
1

三
三
ニ)

完
，

)
」

第
.一
一
巻
第
.一
,
0号

,

「

卜
.ォ
マ
ス
•
ホ

ジ

ス

キ

ン

の

労
働
全
収
権
主
張
I 

-
L
a
b
o
u
r

 d
efended 

etc、

梗
概
-—

」
(

雑
録) 

.
第
二
巻
第
二
一
号

病
^
静
载
の
た
め一

年
あ
ま
り
大
学 

を
休
講
、
長
男
信
吉
生
誕
。

三
月
福
田
徳
三
教
授
塾
を
去
る
*

一
二
月
大
学
令
公
布
•
従
来
の
琢
鬥
学
校 

令
の
適
用
と
い
う
私
学
の
差
別
扱
い
が
廃 

止
さ
れ
た
•

米

騒

動

(

参
如
六
0
万
、
被
検
挙
者
ニ
万
五
千
以
上)

起

る

、

関 

係
新
聞
記
^
禁
止
、
大
阪
朝
日
白
虹
事
件
〇
シ
ベ
リ
ァ 

出
兵
，

P
シ
ァ
革
命
に
武
力
干
渉
〇
寺
内
内
開
倒
れ
原 

内

閣

(

政
友
会
、
最
初
の
純
政
党
内
閣)

成
立
、
普

選

要

求

を 

斥
け
る
〇
第

一

次
大
戦
終
結
し
て
経
済
反
動
o
こ
の
頃 

ょ
り
本
格
的
な
金
融
独
占
資
本
主
義
へ
発
展
〇
こ
の
頃 

大
正
デ
モ
ク
ラ 

'ゾ
I
、
.由
樺
派
、
新
力
ゾ

ト
派
哲
学
、
 

文
化
主
義
、
人
格
主
義
、
教
養
主
義
、
人
道
主
義
な
ど 

の
速
動
が
高
ま
つ
て
、
武
者
小
路
実
篤
ら
"
新
し
き
村
〃 

を
日
向
に
建
設
、
吉
野
作
造
、
福
田
徳
三
ら
黎
明
会
を 

組
織
、
東
大
新
人
会
、
早
大
暁
民
会
建
設
奢
同
盟
な
ど 

生
ま
れ
る
〇
デ
ュ
ー
ィ
^
㈣
。

(

ソ
；

I

ソ
ヴ
ィH

ト
共
和
国
憲
法
可
決
*

.

(

独)

十
一
月
^

^
、
ド
ィ
ッ
帝
国
崩
^
、
社
会
民
主
党
エ
ー
ベ
ル
ト 

政
権
。

吉
野
作
造「

民
本
主
義
の
意
義
を
説
い
て
西
び
患
政
有
終
の
美
を
済
す
の 

途
を
論
ずj 

(

中
央
公
論)

、

武
若
小
路5K

篤

「

新
し
き
村
の
生
活」

、
阿 

部
次
郎「

三
太
郎
の
日
記
/

徳
富
猪
一
郎「

近
世
日
本
国
民
史」

、
田
辺 

元

「

科
学
概
論」

、
権
藤
成
卿「

農
村
自
救
論」

、
河
上
塔「

社
会
诎
題
管 

見」

、
福
田
徳
三「

労
働
経
済
講
話」

、
牝
沢
新
次
郎
-»
労
働
者
間
題」

*

三
月
各
学
科
長
は
.教
授
会
の
互
選
と
な 

る
*

四
月
医
学
科
本
科一

年
授
桀
間
始
。

1
0月
鎌
田
塾
長
国
際
労
働
大
会
に
政
府 

I
代
表
正
使
と
し
て
ア
メ
リ
カ
へ
出
発
•

「

学
問
芸
術
と
社
会
主
義」

第
一
三
.巻
第
一
一
.号

「

カ
ウ
ツ
キ
イ
校
訂『

資
本
論』

第
一
卷
平
民
版
1_ 

刊
紹
介)

第
一
三
巻
第
一
二
号

パ
リ
平
和
会
議
、膠
州
、山
策
州
を
耍
來
し
て
承
認
〇
普 

(

新
選
要
求
運
動
盛
ん
と
な
る
、
東
京
、
名
古
屋
で
普
選
期 

成
大
会
、
東
京
で
デ
モ
、
全
国
有
志
大
会
〇
労
働
争
議
、
 

組
合
結
成
増
加
、
東
京
砲
兵
工
廠
、
石
川
島
造
船
、
足

(大 正 9 年) 1 9 1 9 年 （大正 8 年)

尾
銅
山
ス
ト
、
神
戸
川
崎
造
船
サ
ボ
〇
朝
鮮
独
立
要
求 

の
デ
モ
激
化
、
.三

，
ー
辦
件
〇
大
原
社
会
問
題
研
究
所 

設
立
〇
大
杉
栄
ら
労
働
運
動
社
を
結
成
〇
大
川
周
明
、
 

北
一
輝
ら
猶
存
社
を
結
成
9
ァ
ッ
ズ
ム
運
動
S

流)

〇
平 

塚
雷
鳥
ら
新
婦
人
協
会
創
立
〇
松
井
須
磨
子
自
殺
。

(

独)

ス
パ
ル
タ
ク

ス
団
の
舉
命
弾
庄
、
リ
ー
プ
ク
ネ
ヒ
ト
と
P
丨

ザ
.

ル
ク
セ
ン
ブ
ル
グ
暗
殺
。
ワ
イ
マ
ー
ル
患
法
採
択
。

(

ソ)

第
三
イ
ン
タ
ー(

コ
ミ
ン
テ
ル
ン)

成
立
。

(

ハ
ン
.ガ
リ
一)

プ
.ロ
レ
タ
リ
ア
^

g
*

(

中)

排
日
五•

四
運
動
起
る
。

(

伊)

ム
ッ
ソ
リ
ーI

,

ミ
ラ
ノ
に
イ
タ
リ
ア
戦
開
者
同
盟
を
組
織• 

吉
野
作
造「

普
通
選
举
論」

、
権
藤
成
卿「

自
治
民
範y

賀
川
豊
彦r
精 

神
運
動
と
社
会
運
動
/

河
田
嗣
郎
-»
社
会
問
題
及
社
会
運
動J、

田
中
玉 

堂

「

徹
底
的
個
人
主
義
/

山
川
均「

社
会
主
義
者
の
社
会
観」

、
鈴
木
文 

治

-1
日
本
の
労
働
問
題」

、
北
一
輝「

日
本
改
造
法
案
大
摘」

、
和
辻
哲
郎 

「

古
寺
巡
礼
/

律
田
左
右
吉「

古
取
記
及
び
日
本
窖
紀
の
新
研
究」

、
竹 

越
与
三
郎「

日
本
経
済
史」

、
高
畠
訳r

資
本
論
解
説
,-
,
松
浦

•
生
田
訳 

「

資
本
論」

、
河
上
訳「

貨
労
拗
と
资
本
/

「

社
会
主
義
研
究」

「

社
会
問 

題

研

究

」
「

我

等」
「

改

造」
「

解

放」
「

女

性

同

盟

」

な

ど

創

刊*

病
気
全
快
。

三
月
埚
井
幸
雄
留
学
ょ
り
倚
る
•

1 

四
月
新
学
制
を
緝
成
し
、
文
学
.経
済
学
. 

法
学
.
民
学
の
四
学
部
ょ
り
な
る
綜
合
大 

学
と
し
、
別
に
予
科
.
大
学
院
を
お
く• 

修
菜
年
限
は
予
科
三
年
、各
学
部
三
年(

医 

の
み
四
年)

、
大
学
院
は
年
取
を
足
め
ず
* 

0
従
来
の
理
財
科
を
経
済
学
部
と
改
称
* 

学
部
長
は
堀
江
帰
一
教
授(

従
前
の
理
財 

科
主
任)

が
就
任0

経
済
学
部
の
選
択
科 

H
をE-

乙
ニ
群
に
わ
け
、

中

に

「

研
究 

会
.

」
(
一

坩
位)

を
お
き「

卒
栗
論
文」

を 

課
し
た
。
必
修
科
目
は
^
乙
共
通
で
、
経 

済
原
論
.
経
済
学
研
究(

英
語)

•

货
幣
銀 

行
論
•
財
政
学
•
商
業
政
笟
•
統
計
学
• 

民
法
•
商
法
.
英
語
•

「

再
論Guild 

Socialism 

(

.一)」

第
一
四
卷
第
一
一
号

「

苒
論Guild 

Socialism 

(

一一)」

第
一
四
巻
第
三
号
.

「

再
論Guild Socialism 

(

三

•
完)

」

第
一
四
卷
第 

四
号

「B
o

-̂l
e
y

教
授
の
悲
観
的
論
断」

(

新
刊
紹
介)

.
第
一 

四
.巻

第

四

号

.

「

地
代
論
と
社
会
主
義」

第
一
四
卷
第
六
号 

「̂
u
m
m
a
T
h
e
o
l
o
g
i
c
a
j

の
英
訳」

(

新
刊
紹
介)

第 

一
四
卷
第
六
号

「

社
会
主
義
者
の『

歴
史
的
法
律
的』

資
本
観
概
略」 

第

一

四

卷

第

七

号

.

「

高
島
素
之
訳『

資
本
論』

第
一
巻」

(

新
刊
紹
介)

第

小
泉
信
三
博
士
年
譜
お
よ
び
著
作
目
録

戦
後
大
恐
慌
、
銀
行
取
付
六
七
行
〇
全
国
普
選
期
成
連 

盟
、
普
選
期
成
全
国
労
働
大
連
盟
結
成
、
東
京
で
大
デ 

モ
、
普
選
案
は
衆
院
で
否
決
さ
れ
、
尾
崎
、
犬
養
ら
普 

選
同
盟
会
結
成
〇
上
野
公
園
に
て
日
本
最
初
の
メ
ー
デ 

丨
o
森
戸
辰
男
事
件
o
八
幡
製
鉄
、
東
京
市
電
ス
ト
〇 

友
愛
会
に
お
い
て
麻
生
、
棚
橋
ら
の
直
接
行
動
論
と
賀 

川
ら
の
普
選
必
要
論
対
立
〇
堺
、
大
杉
、
山
川
ら
日
本 

社
会
主
義
同
盟
S
会
主
義
者
の
最
初
の
统
一
的
組
結
成 

〇
海
軍
拡
張
^
可̂
決
〇
東
京
商
科
大
学
設
立
。
.

〇

.ハ
リ
で
®
際
連
盟
成
立
•

(

印)

国
民
会
談
、
ガ
ン
ジ
ー
の
非
協
力
案
可
決
*

(

独)

ゥ
エ
-
パ
丨
死•

森
戸
辰
男「

ク

PI
ポ
ト
キ
ン
の
社
会
思
想
の
研
究」

(

経
済
学
研
究y

.

1

六

三

(

ニ
ニ
三
三)



(大 正 1 0 年) 1 9 2 0 年

六

四

(

一
三
三
四)

..一
四
卷
第
八
号 

「Thomas A
q
u
i
n
a
s

の
利
息
論」

(

雑
録)

第

一
四 

卷
第
九
，

「

ロ
オ
ド
べ
.ル
ト
ス
の
地
代
論
と
リ
カ
，ル
ド
オ

(

一)」
.

第
二
四
卷
第
一
〇
号 

「

P
オ
ド
ベ
ル
ト
ス
の
地
代
論
と
リ
カ
ル
ド
オ

(

ニ 

•

完)」

第
一
四
卷
第
.ニ

号

•

「

高
橋
誠
一
郎
著『

経
済
学
史
研
究』」

(

新
刊
紹
介) 

第
一
四
巻
第
二
号

「

手
塚
寿
郎
著『

ゴ
ツ
セ
ン
研
究』

」
(

新
刊
紹
介)

第 

一
四
卷
第
一
一
号
.

「

落
合
昌
太
郎
著『

社
会
生
活
学』

」
(

新
刊
紹
介)

第 

一
四
巻
第
二一

号

‘

◊
著
書

「

社
会
問
題
研
究」

岩
波
書
店 

「

経
済
学
説
と
社
会
思
想」

国
文
堂

高

畠

訳「

資
本
論
!_(

_
_

一
 

三
，ヰ)

、

河

上

蕻「

唯
物
史
観
研
究」

、

高
畠 

素

之

「

社
会
問
翅
総
覧」

、

吉

野

作

造「

社
会
改
造
運
動
に
お
け
る
新
人 

の
使
命
/

贺

川

豊

彦「

死
線
を
越
え
て」

、

西

田

幾
多
郎「

意
識
の
問 

題
/

和
it
哲

郎

「

日
本
古
代
文
化
/

坂

ロ

岛「

概
銳
世
界
思
潮
/

手 

塚

寿

郎

「

ゴ
ッ
セ
ン
研
究」

、

滝
本
誠j

「

日
本
経
済
史J、

厨

川
白

村 

「

象
牙
の
塔
を
出
で
て」

、
豊
崎
善
之
助「

普
仏
戦
争
以
後
の
独
逸
経
済
，、
 

野
村
兼
太
郎「

経
済
文
化
と
哲
学
/

七
月
学
位
規
程
成
る

•

•ロ
オ
ド
ベ
ル
ト
ス
の
経
済
学
説
補
遺(

一)」

.第
一
五 

卷
第
一
号

,ロ
オ
ド
ベ
ル
ト
ス
の
経
済
学
説
補
遺(

ニ)」

第
一
五 

巻
第
二
号

■堀
江
帰
一
著『

社
会
経
済
研
究』」

(

新
刊
紹
介)

.
第
一 

五

巻

第

三

号
y

■
a

オ
ド
ベ
ル
ト
ス
の
経
済
学
説
補
遺(
三)

」

第
一
五 

巻
第
三
号

•森
戸
辰
男
訳『

近
世
社
会
主
義
思
想
史』

」
(

新
刊
紹
介) 

第
一
五
巻
第
五
号

リ
カ
ル
ド
才
略
年
譜」

(

雑
録)

第
一
五
卷
第
六
号 

福
田
徳
三
著『

改
訂
増
補
国
民
経
済
講
話』」

(

新
刊
紹

原
敬
暗
殺
、
高
橋(

政
友
会)

内
閣
成
立
〇
ワ
シ
ン
ト
ン
海 

軍
軍
縮
会
議
〇
日
本
海
員
組
合
：

ji

成
o
サ
ン
ジ
カ
リ
ズ 

ム
全
盛
期
〇
神
戸
三
菱
造
船
サ
ボ
、
神
戸
川
崎
造
船
ス 

K
〇
友
愛
会
、
日
本
労
働
総
同
盟
と
改
称
、
普
選
運
動 

を
無
視
0
魄
民
共
産
党
事
件
〇
日
英
米
仏
四
国
協
商
四 

国

協

な

り

、
日
英
同
盟
廃
棄
o
ブ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学 

運
動
始
ま
る
。

(

伊)

イ
タ
リ
ア
共
産
党
、
イ
タ
リ
ア
.
フ
ア
ツ
シ
ス
ト
党
結
成
*

(

ソ)

ネ
ツ
プ
採
用
*

(

中)

共
産
党
結
成
。

長
谷
川
如
是
閑「

現
代
国
家
批
判」

、

河

上

铱

「

社
命
祖
綠
と
社
会
革 

命」

、
福
田
徳
三「

経
済
学
論
政」

、
土
田
杏
村
-«
マ
ル
ク
ス
思
想
と
現
代 

文
化J、

美

後

部

逹

吉「

日
本
锘
法」

、

倉
or
百

三

「

愛
と
認
識
と
の
出

1 9  2 2 年 （大 正 1 1 年） 1 9 2 1 年

長
一 ' 六 四 四 な 女  
ニ 丧 大 月 月 月 る 加  

月 事 IS ^  
務 と 嫌 野 埤 ^  

福 嘱 し 田 村 門 生  
‘ 沢 肝 て 塾 兼 学 f ま 

社 •入 長 太 校 5  
顼 開 辞 郎 令 e  
が . \ 任 留 に 6  
塾 一 学 よ ° 
長 門 加 に る 两  
を 野 藤 出 埤 释  

兼 幾 内 発 門 球  
. t f : 之 閣 。部 部  • 進 に 創 背  

)こ 文 設 平  

塾 部 • と

I 辦 S 九 繞 八 羅 丨 ア ^  ?  ^ r -h】アS  5  'ノ S リ リ 力 力 力 力 第 田 力  

5 六 ゲ ■ " 力マ カ ル ル ル ル g 貞 ル 
L™ ^ ル ル ノ レ ド ド ド ド Q 次 ド

i>i笛.ス . ドドオオオオ■奪郎オ 
益 3 の オ オ の の の の 空 著 の  

O P の の 価 価 価 価 ：g 、 価 
な ^ :す ，価 価 値 値 値 値 ヲ 社 値  
g 『ド 値 値 .論 論 論 論 会 / 論

5  ： 1 l i s i s  1 3

ル ト 論 論 1' ' し し 1- のし

ミ 尜 5  c 第 第 第 第 _ 第
ス し し .一 一 一 .. 一  C'
価 义  六 六 六 六 X 六 
値 一 第 第 卷 卷 卷 卷 新 巻  
嶼 ご ー 一 第 第 第 第 刊 第  

Q 六 六 六 五 四 三 紹 ニ  

I 卷 卷 号 号 号 号 介 号  
格 S 第 第  り

£■ |  'ア五5 〇 〗ア 九 切 ^ 丨 ア 介  
会寄力逸ル y 力查讀拓•备 ヵ 力 6
組 ル § サ ラ ル ラ g H 階 ル ル

織 ド 芒 ス ド 尹 g 級ドド第 
5^ オ ー の ォ 独 ォ ォ ブ  
S  S 号 リ 2  g e 裁のの五 
済 * 機 可 力 通 こ , = と通通巻
5  » ル 1 ソ貨貨第 
論 論 ド 論 p  ^ ヴ論.論七

的 し オ ^ ハ 5 ェ ごへ号
批 滚 批 三 新をト 
評 評 • 刊荻制し 1~
下  g .  5  §

出 第 鉍 第 g 内 五 五 .
t 一 蓮 一 第 之 貧 卷 卷  
店 ^  s 五 一 貧ニ第第

マ 卷 五 w 5?九八 
第 第 巻 g 各号号 
一 - 第？广

袋 }};ハ へ へ 櫛 1 棄 運 民 ジ 立 o  

S S s 和 ど ロg 田 河 o 動 組 力 〇 ヮ 
批 っ 国 丨 . 論 上 健 取 合 リ 日 、ン 

l ? Z l 争論 康 締 結 ズ 本 ン

I I 5 S | 。2 鷗 価 法 貴 京 批 党 条  
三1  % ^  | 外値公院都判.創約 
方 ジ ヴ と 死 論 布 通 に し 立 調  

i y7 。を o 過 全 て 、印
i l l  T J 夕寧ニ  H ァ 山 、ニf L 。 大 シ ぐ 本 衆 水 ナ 川 海  
階 箭 今 で り 蓄 院 平 • の 軍  

ソ A 小 積 否 社ボ方軍  
H ' ヴ 突 泉 論 決 大 ル 向 縮  
、I  i  ' 丨を〇 会 論 転 〇 
nt\ V , 山 め 日 〇 争換加 
m如 a ソ 川 ぐ 英 過 O 論藤 
彦1 $ ? U 同 激 日 、内 
it . 1 1 f 福 盟社本サ関 
会 現 共 、 亡 田 廃 会 農 ン 成

ふ^ g #

釗想， 、 
1 的 西  
呵 及 g B l

! P

a  f  i

へ - . 令卷悔
屯 ? の
義 士 生
し、 、活

訳 子 下  

^ 尚
锼屋江
S l ^

g l i

s 研 g
、究箩

蒔 堺 波  
く訳多

小
康
信
三
博
士
年
譜
お
ょ
び
著
作
目
録 

一
六
五(

一

三
三
五)



1 9  2 3 年 （大 正 1 2 年)

1

六

六

0

三
三
六)

春 
X 、
り麻 
木 布  _ 本 
会 村  
を 町  
開 へ  
く移 °るoV-

の
頃

関—四 慶 を て 東  - と 月 応 越 、大 

ガ 逼 経 義 す と 震  
林 產 综 塾 。り災

i n s
と 。択 長 ご 、

逆 る 家 に  
会 ' 。 で 移  
ぎ _ _ 年 つ

-1"1 -1 
マリリ
ノレ力力 
ク ル ル  
ス ド ド  •.オオ 
エ の の
ン 地 地  
ゲ 代 代
ル 論 論
ス Oハ
遺 ご C
稿しし

g 第 第

f  ノ i ノ i4 箜第  

第 ¥ 号

論 泣 愍 セ ぼ *̂ K•玲 3- ム 甚 ム 主 主 主 主 々 幸  
i  m  ̂ . 義 義 義 義 1 治 

婪 か £ 蟇 を 弓 ス ス と と と と 雲 訳  
舍 S 原 孟 & t ig s は ミ ミ 国 国 国 国  i  . g® 1.^1q i ス 家 家 家 家 : ；表 
巻 1 ^ ? ま 勻 論 の 命 s - へ 亏 S 

丄 ぽ B：玲 S与. 補 理 s  O o — 由,
改 」|  ' I s し し し 1# 第 § n o 1*  ̂  ̂ §で 第 第 第 会 
社 5 ^ 岛 ？ 邕 ボ 泣 第 票 *- ------ 主

げ po H-4 <0 ^  ̂  — 挪 绝 七 七 七 義  

七 1 5 巻 卷 卷 史  1^ 1品 g f 巧 七 第 第 第 ，ヒ

1

1 蝴 r  S 奪 1

-j -1
第 裳 第 ' ^ 論

力 論 六 ゲ  
装 に 弹 ル 第

# _  ロ
一 る — ロ卷 

¥ ノマレ号
ク ベ ー  

ス ル 号  
. と 卜
ロ ス
オ 批
ド 評
ベ

ノレてニ；

ド X
ス 雑  

録

ブ 選 淸  
ル 挙 浦  
ジ に ^
; 議靈

デ S 閣 
モ 大 成  
ク勝 立  
ラ し 、 
、ンて第  1加ニ  
の 藤 次  
絶 @ 護  

頂 $ 憲 
期 も 運 
〇 内動 
山 閣 起  
川成り  
ら 立 ' 
共 '総

袋 在 叢 ハ ハ へ 働 ズ 厳 慌 件 即 議 過  
云霜#芻1忠芭マのs 一 響 々 令 o 〇 行 調 激  
代運史し、， ル 運 咼 合 後 〇 第 関 要 停 社  
求 磬 諍 大 畠 連 退 甘 ニ 東 求 法 会

説 竊 主 の 党 幣 る ン 念 令 9 赞 次 大 国 案 運  K Si S義国総発1ス 経 会 虎 事 - 山 震 民 に 動
山<5 .818气繋べ、倫 結 の 件 本 災 大 対 取  ?:;：袤 成 Q 、内 、会 す 締  
莽 、£gの 親 勝 ン ギ 盟 o 事 大 閣 朴 、る 法  

社盎嘉.つ。 こ 去 結 I 件 杉 成 烈 デ 反 案  
綮 真 ^ 成 l で 栄 立 ;事 モ 対 、 1?__展 政 ょ 丨 o o 山 夫 し 件 o 運 労  ?、郎1讓、| 之 霑 有 帝 本 妻 て 、第 動 働  

佐莫1■、し、河_ ル 方 島 国 内 殺 普 亀 ー 激 組  
野’術 宵 上 盒 始 ク を 武 事 閣 さ 選 戸 次 化 合

露3条 ° 郎 務 辞 れ 実 朝 1共 o 法 
番衰S | 筒 自 所 職 、施 件 産 JT案I し、ミS . 'ヒ 殺 成 o ァ 声 、党 京 、 S田 堅 と :ッ 。る 日 ナ 明 震 検 で 小  fiJ山 阏 国 思 テ ラ 〇 本 丨 、災 挙 错 作  

。花 争 産 想 、ノ 丨 上 労 キ 戒 恐 琪 選 箏

説産題動.と史一主 1、.•し、.と改つ義 
国由労.,造* ~ 、大 

前家A働:1*、；.宵.意

gぎ' 1一三gj馬野 
叫 、稿®十伝っ作 
野本薛郎し、社造 

国く1阿会つ 
兼民人力^とニ 
太文'̂  'ノ适国道 
郎 化 ト S家政 
つ史左のW、治 
ア概右平厂悲と 
、ン論田和合S帷 
ュ、容声f |  ®
f 内51'、義•村4
石夢郎平1•、->多 

国で| I f 票有
経家g之念社岛 
济族S輔■会武 
2 . 学っ與主郎 
を私の文つ義1 
&有諸芫文通宣 
学財問運化動言

(大 正 1 4 年) 1 9  2 4 年 （大 正 1 3 年)

八
巻
第
三
号

「

リ
カ
ル
ド
オ
の
地
代
論(

三)
」

第
一
八
卷
第
四
号 

「

リ
カ
ル
ド
オ
の
地
代
論(

四)
」

第

一

八
巻
第
五
号 

「

リ
カ
ル
ド
オ
の
地
代
論(

五)
」

第
一
八
卷
第
六
号 

「

較
差
地
代
と
絶
対
地
代(

一).
,

第
一
八
卷
第
九
号 

「

較
差
地
代
と
絶
対
地
代(

一一)」

第
一
八
卷
第
一
〇
号

産
党
解
党
決
議
〇
労
働
運
動
、
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
か
ら
大 

衆
運
動
へ
進
み
、
社
会
民
主
主
義
と
共
産
主
義
が
対
立 

〇
産
業
労
働
調
査
所(
野
坂
参
三
主
任)

設
立
〇
阿
部
磯
雄 

ら
日
本
フH

ビ
ケ
ン
協
会
創
立
〇
阿
部
、
大
山
、賀
川
、
 

島
中
ら
政
治
研
究
会
結
成
〇
社
会
政
策
学
会
解
散
〇
小 

山
内
、
土
方
ら
.に
ょ
っ
て
築
地
小
劇
場
創
立
〇
婦
人
参 

政
権
獲
得
期
成
同
盟
結
成
o
学
生
社
会
科
学
連
合
会
結 

成
o
大
川
、
西
田
ら
行
地
社
を
組
織
。

(

英)

マ
ク
ド
ナ
ル
ド
内
閣
成
立
。

(

米)

大
統
領
排
日
法
案
に
署
名
*

(

ソ)

.
レ~

-
1

ン
死
，

大
杉
栄「

自
叙
伝
/

安
部
磷
雄「

社
会
主
義
の
時
代
/

山
川
菊
枝「

社 

会
進
化
と
婦
人
の
地
位
,-
.
福
本
和
夫「

链
済
学
批
判
の
5
ち
に
お
け
る 

マ
ル
ク
ス
|
-資
本
論』

の
範
囲
を
論
ず」

(

マ
ル
ク
ス
主
義)

、
上
田
貞
次 

郎

「

産
業
革
命
史
研
究
/

本
庄
栄
次
郎「

日
本
社
会
史J、

津
田
左
右
吉
，
 

「

神
代
史
の
.研
究」

、
内
村
鑑
三「

ロ
マ
書
の
研
究
/

塘
江
埽一

-.
英
国 

現
代
の
経
済」

、

田
辺
元「

カ
ン
ト
の
目
的
論」

、
青
野
訳
-|
帝
国
主
雜
. 

論
/

片
，山
訳
-J
国
家
と
革
命」

、「

文
芸
戦
線」

「

文
芸
時
代」

「

キ
ン
グ」 

創
刊
。

夏
、
北
品
川
御
殿
山
の
新
築
の
家
へ 

移
転
。

次
女
妙
坐
ま
れ
る
。

_.
;
;]
阿
部
秀
助
教
授
死
去
。

PM
IJ
3.
'
/門
部
を
-[
'
»
-
1
等
部
と
改
称
。

「

ラ
ツ
サ
ア
ル
と
マ
ル
ク
ス」

第
一
九
卷
第j

号 

「

ゾ
ム
バ
ル
卜
の『

プ
ロ
レ
タ

リ

ア
社
会
主
義』

」

第
一 

九
為
第
四
号
：

.

「

産
業
予
備
軍
と
農
民
の
都
市
流
入」

第
一
九
卷
第
八

号 

-

「

ラ
ッ
サ
ア
ル
と
口
オ
ド
べ
ル
ト
ス」

第
一
九
卷
第
一 

二
号

◊
著
迸

「

改
訂
社
会
問
題
研
究」

岩
波
書
店 

「

塯
補
価
値
論
と
社
会
生
義」

.
改
造
社

日
ソ
基
本
条
約
、
日
ソ
利
権
協
約
調
印
、
回
交
回
復
0 

普
通
選
挙
法
公
布
〇
治
安
維
持
法
公
布
、
東
京
、
.
大
阪 

で
反
対
運
動
〇
文
教
藩
議
会
で
軍
事
教
練
施
行
案
可 

決
、
都
下
の
大
学
生
九
段
か
ら
芝
公
園
ま
で
軍
教
反
対 

デ
モ
〇
全
国
中
等
学
校
に
軍
事
教
育
を
実
施
〇
第
二
次 

加
藤(

単
独
憲
政
会)

内
閣
成
立
〇
総
同
盟
第
一
次
分
裂
、
 

共
産
系
は
日
本
労
働
組
合
評
議
会
結
成
〇
農
民
労
働
党

(

最
初
の
全
国
的
無
産
政
党)

結
成
、
即
日
禁
止
〇
国
勢
調
崙

及
び
失
業
統
計
調
査
を
行
な
ぅ
〇
ラ
ジ
オ
放
送
開
始
。

o

P
ン
ド
ン
に
てa

カ
ル
ノ
会
議
開
き
条
約
締
結
•

(

伊)

フ
ァ
シ
ス
ト
内
閣
ぽ
*
*

小
设
信
一
一
一
博
士
年
譜
お
よ
び
著
作
目
録

六

七

(

ニ
ニ
三
.七)



19 2 6〗年 （大正15年 • 昭和元年) 1 9 2 5 年

一
六
八(

ニ
ニ
三
八)

ニ竣；1 
月エ 

、図 
堀 SI 
江 館  
掃 の  
一 埚  
教 修  
授 に  
死 着  

' 去 手

年
八
月

九 四  5” る•月

新 •予気

1 SI
局 体 蜇  
の 操 教

建 又 S
築 拿 _ g 空軍

晋
竣 を な

―1―1 ―1 
リ リ リ 邦  
力 力 力 訳  
ア ア ア リ  
ド ド ド 力  
オ オ オ ア  
の 原 原 ド  
死 論 論 ォ  
後 の 解 原  7 本 題 論  
彡 文 補 解g し 遺 題

ド第
ォ ニ 第 第  
原 一 二  ニ 
論 卷 ~~- 
解 第 巻 巻  
題 九 第 第  
続 号 五 ニ  
編 号 号
し

霡 近 近 1 导 労 価  
藉 世 世 書 ゾ 農 値  
命 社 社 露 論  
丼 会 会 西 の  

思 思 . 亜 伽  
銀 想 想 に 値  
行 及 史 於 し  
叢 社 大 け 喷 

. 書 会 要 る 巴  
第 運 1- 農 ps 
六 動 畀 民 ^
S 走 |  | |
莖 沒 店 し 萼  

第
銀  々 ニ 
行英  〇 
集吉  巻 
会利  第 
所と 八

行 運 敗 金  
〇 動 、融 
第 弾 若 恐  
ー 圧 槻 慌 . 
次 激 内 起  
山 化 閣 り  
東 、倒 ' 
出 全 れ 銀  
兵 国 田 行  
' に 中 商  

青 三 っ 社
島 週 娶 の  
に 間 s 破 
上 モ ー 産  
陸 ラ 内 続o ト m  Sf
立 リ 成 S 
憲 7 立 g 
民 厶 、r 
政 を 労 兒  
党 施 働 腐

s m 専 日 党 労 ぎ 若  
1 と 蓮  £ 宇 ？ f  § 槻
削集資n徳つ$夫 纽 絶 軍 楽 間 農 温 で

、奨 墨 対 事 器 ， 民 き S  ̂_ g ス f  党  ̂ S
英 神 、氏 ' 止 育 ト 成 々 -Vて

i l i u m
證 訳 資 が ， 肇 〇 〇 働 同 计 川 成  
ニ違辛1'、森 パ 砮 鲞 全 岡 争 盟 裳 ィ 苌  j s i . 日 田 議 第 倉 ズ §
開 茹 ル 転 組 本 文 調 ニ § ム里 f f 学 相 停 次 I ，J
， そ パ ⑴ 生 J 终 岔 费 含 i
マ 山 圼 ァ る 始 北 内 学 公 裂 右 福 寧 .J川徑及ぶ人g i 层 生 布 〇 S 本 零  i 西十g ig 奪 器 驾 ヤ o 共 、ィ g

1 1  J ?
仏 石 5和 ね ：

学^?杉南栄并大 
砰S m雄 治 和 山 $ 荈つ 
究 f 吉 郎 喜 郁 O 3 Sど *■' L •••金 ~1■蔵夫®̂
石ご国融近1 件広ヒト ig、家資世女現、:東ンロ 
温田論本農工代卜にデッ 
糊中1■、論村哀日圭中ンキ

P i i f - i i f ；；

1 II !1 S 1

" l lS l l I I r i、衍け済運っ除i 
田学る史動思晚灸了る• 
辺1•、階研発想隊:丨 
元朝級究達と上ぐ<

絜闘'史問眩ト砮 
S. h f m f "ii.m
理 十 、俣 本 、 .争 
n 郎上沭皮細三、

(昭 和 3 年) 1 9  2 7 年 （昭 和 2 年)

第
一
ニ
巻
第
一
〇
号

結

成

(

総
裁
浜C

雄
幸)

〇
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
軍

縮

会

議

〇
普
選 

第

1

回
府
県
会
議
員
選
挙
、
無
產
派
ニ
九
名
当
選
〇
コ 

ミ
ン
テ

ル
ン
ニ
七
年
テ

ー
ゼ
、
山
川
、
福
本
ィ

ズ
ム

批 

判
、「

労
農」

「

講
座」

派
分
裂
〇
野
田
醬
油
、
磐
城
炭 

坑
、
小
樽
仲
仕
、
芝
浦
鶴
見
争
議
〇
東
京
に
地
下
鉄
開 

通
o
前
衛
芸
術
家
同
盟
創
立
〇
芥
川
竜
之
介
自
殺
。

o

ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
第
一
回
世
界
経
済
会
議
、
国
際
贸
易
会
議
。

(

中)

上
海
で
ゼ
ネ
ス
ト
、

蔣
介
石
反
共
ク
ー
デ
タ
ー
、
上
海
、
漠
口 

で
排
R
暴
動
、
南
京
政
府
樹
立
、
小
国
共
産
党
広
菜
を
占
領
。

(

米)

リ
ン
■ド
パー

ク
、
大
西
洋
横
断
飛
行
'

H
木
淸「

人
間
学
の
マ
ル
ク
ス
主
義
的
形
態」

(

思
想)

、
安
部
磯
雄「
社
会 

民
衆
党
網
領
解
説
/

美
澳
部
達
吉「

逐
条
憲
法
精
義J、

西
田
幾
多
郎 

「

拗
く
も
の
か
ら
見
る
も
の
へ」

、
和
辻
哲
郎「

原
始
仏
教
の
突
践
哲
学
/ 

吉
野
作
造「

政
治
学
研
究」

、
土
方
成
美「

マ
ル
ク
ス
価
値
論
排
擊J、

滝 

本
誠
一「

欧
洲
経
済
史」

、「

労
農」

削
刊
、
大
山
•
河
ft
監
修「

マ
ル
ク 

ス
主
義
講
座」

、
.「

岩
波
文
_」

刊
行
_
始
。

九
月
朿
京
を
出
発
し
、
満
州
、
北
支
、
 

上
海
に
遊
び
、

一
一
月
埽
国
。

「

ラ
ッ
サ
ア
ル
と
フ
ィ
ヒ
テ」

第
二 
ニ
巻
第
三
号

「

森
耕
ニ
郎
著『

労
銀
学
説
の
史
的
発
展』」

(

新
刊
紹 

介)

第
二 
ニ
卷
第
七
号

「

三
木
清
著『

唯
物
史
観
と
現
代
の
意
識』」

(

新
刊
紹 

介)

第
二
.ニ
卷
第
八
号

Boris wrutzkus. 

Die Lehren des 

Marxismuw 

im Lichte der russischen Revolution, 

19285 

(

新
刊
紹
介)

第
二 
ニ
卷
九
号

◊
著
畨

「

再
増
補
•
価
値
論
と
社
会
主
義」

改
造
社 

◊
訳
書

ラ
ッ
サ
ア
ル
著「

労
働
者
綱
領」

岩
波
文
庫 

リ
カ
ア
ド
オ
著「

経
済
学
及
課
税
之
原
理」

岩
波
文
庫 

0

1

.

小
泉
信
三
博
士
年
譜
お
よ
び
著
作
目
録

普
選
最
初
の
総
選
挙
、，
無
産
政
党
八
名
当
選
.〇
第
一
一 

次
、
第
三
次
山
東
出
兵
'
済
南
事
件
、
大
陸
侵
攻
稼
極 

化
、
関
柬
軍
に
ょ
り
張
作
霖
爆
死
o
共
産
党
一
奔
検
举 

(

三
.
ー
五
琪
件)

0
治
安
維
持
法
改
訂
、
死
刑
、
無
期
を 

追
加
、
：特
高
警
察
新
設
、
.憲
兵
に
思
想
係
設
置
〇
文
部 

,
^
0思
想
^
带
^
化
大
学
高
専
に
学
坐
生
徒
主
事
設 

置
の
勅
令
発
布
0
日
本
商
工
会
議
所
設
立
〇
日
ソ
漁
業 

条
約
調
印
、
日
独
通
商
条
約
批
淮
〇
全
日
本
無
産
者
芸 

術
速
盟(

ナ
ッ
プ)

結
成
、
プa

レ
タ
リ
ア
文
化
運
動
活
発 

化
o
全
国
反
戦
同
盟
結
成
〇
東
京
電
力
、
印
刷
局
、
海 

員
組
合
、
東
京
モ
ス
爭
議
〇
小
山
内
簾
死
。

.

o

パ
リ
で
一
五
力
国
代
表
，
ク
P
ッ
ク
.
ブ
リ
ア
ン
不
戦
条
約
調 

.
印
。

(

ソ)

ト
ロ
ッ
キ
I
追
放
、
農
栗
コ
ル
ホ
ー
ズ
化•

一.六

九

(

ニ
ニ
三
九)



1 9 2 8 年1 9  2 9 印 (昭 和 4 年)

一
七
〇

a

三
四
〇)

(

中)

_

«
取
北
坑
入
城
、
南
京
を
首
都
と
し
て
全
国
統
一
、
治
^

 ̂

権
と
不
平
等
条
約
破
棄
宣
言
。

「

マ
ル
ク
ス• 

H

ソ
ゲ
ル
ス
全
集」

(—

九
年)

、
河
上
琺r

資
本
論
入 

門」

、
改
造
社「

経
済
学
全
集
,-「

明
治
文
化
全
集」

(

丨
五
年)

、
平
凡
社 

「

社
会
思
想
全
集」

刊
行
0»
吣
、.
三
木
淸r

唯
物
史
観
と
現
代
の
意
識
1-
. 

河
上
肇「

経
済
学
大
钢
S

猪
俣
渖
南
雄「

帝
国
主
義
研
究
/

高
橋
他
吉 

「

日
本
資
本
主
義
発
逹
史」

、
黑
正
巌「

百
姓
一
揆
の
研
究
/

蔵
原
惟
人

「

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
.
レ
ア
リ
ズ
ム
へ
の
逍」

(

戦
旗)

、
佐
野
.
西

-1
ス
タ

丨
リ
ン
•
プ
ハ
ー
リ
ン
著
作
集」

、
本
庄
栄
治
郎
-»
経
済
史
概
論」

、
福
田 

徳
三「

唯
物
史
観
経
済
史
出
立
点
の
再
吟
味J、

小
林
良
正
7
ト
イ
ッ
経 

済
史
要
/

野
村
兼
太
郎「

英
国
资
本
主
義
成
立
史」

、
淹
本
誠
一
掲

「

日 

本
経
済
大
典J, 

:

浜

ロ 

(

民
政
党)

内
閣
成

立

o
世
界
大
恐
慌
始

ま

る

〇
官

吏
減
俸
案
決
定
す
る
も
判
検
事
ら
の
反
対
で
撤
回
〇
労

農
党
山
本
宣
治
刺
殺
2]
?
件
0
共
虛
ー
党
員
大
検
举(

四
•1

六
祺
件)

〇
大
山
郁
夫
ら
新
労
農
党
結
成
〇
プ
ロ
レ
タ

ゲ

.
ア
科
学
研
究
所
創
立
o
社
会
政
策
審
議
会
設
置
〇
萊
京

市
電
、
横
浜
船
渠
、
横
浜
市
電
、
東
洋
モ
ス
争
議
〇
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
作
家
同
盟
創
立
。

(

米)

ゥ
ォ
ー
ル
街
株
式
市
場
大
暴
落
、
農
村
不
況
深
刻
化
*

(

仏)

パ
リ
株
式
市
場
大
暴
落
•

(

ソ)

第
一
次
五
力
年
計
画
着
手
、
ト
ロ
ッ
キ
ー
国
外
追
放•

(

印)

全
印
度
国
民
会
議
大
衆
的
不
服
従
運
動
決
議• 

o

へ
ー
グ
賠
偾
会
諺
、
ヤ
ン
グ
案
審
議
•

小
林
多
萵
ニ「

蟹
工
船」

(

戦
旗)

、
徬
川
直
->
太
陽
の
な
い
街
^
戦
旗
}
、i 

吉
野
作
造「

日
本
無
産
政
党
論」

、
土
田
杏
村
/
思
想
問
題
、

河
合
栄
治I 

郎

「

英
国
労
働
党
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー」

、
高
冚
保
馬r

偭
格
と
独
占」

、
堀

一 

経
夫「

リ
カ
ア
ド
ゥ
の
湎
値
論
及
び
そ
の
批
判
史y

波
多
野
鼎「

{f
f
ifi
a 

学
説
史」

、
服
部
之
総「

明
治
維
新
史J、

羽
仁
五
郎
-»
転
形
期
の
歴
史 

学」

、
戸
坂
潤「

科
学
方
法
論」

、「

プ
口
レ
タ
リ
ア
科
学」

削
刊
。

金
輸
出
解
禁
〇
ロ
ン
ド
ン
海
軍
軍
縮
会
議
、
日
英
米
協 

.
定
成
立
0
諸
株
式
一
斉
暴
落
〇
全
国
一
斉
に
共
産
党
検 

挙
(

ニ
月
难
件)

0
鐘
紡
、
菜
京
市
電
ス
ト
、
農
村
豊
作

「

福
沢
論
吉
撰
集」

■岩
波
文
庫

四

月

経

済

学

部

を

甲

乙

ニ
班
に
わ
け
、
初 

め
て
坩
位
制
を
採
用
し
た
0

必
修
科
0

は 

中
班
、
経
済
原
論
2
 

•
財
政
学

(
E
0
2

 

• 

統

計

学
.

紐

済

政

敗
.

英
語
経
済
学
3

• 

独

(

ま
た
は)

仏
語
経
済
学
3
 

♦
民
法
3
 

. 

近

此
銪
済
史
.

経

済

学

史
.

商
法
大
意
。
 

乙
班
、
経
济
原
論
2
 

.
財
政
学
.

(

乙)

，
統 

,

計

学

•

経

済

政

策
.

英
語
経
済
学
3
 

•
独 

(

ま
た
は)

仏
語
経
済
学
3
 

. 

R法
3
 

•
会 

計

学

(

第
一
部)

.

経

筲

経

済

学
.

商
法
.
3
 

0

選
択
科
目
は

ニ
班

と
も
第
一
■
第
二
を 

設
け
、
第
二
適
択
科
0

は
ニ
班
に
共
通
と 

し
，

E
-

乙
班
と
も
第
一
選
択
科
目
に
研
究 

会
2

及
び
同
予
習
を
お
い
た
0

新
設
講
座 

に
は
、
必
修
の
紐
済
政
策
、
選
択
で
は
甲 

班

の

第一

に
銥
济
学
前
史
.

日
本
経
済
学 

説
研
究
•
社
会
思
想
史
•
乙
班
の
第
一
に 

金
®!
論(

特
殊)

•海
迎
経
営
•
工
業
経
営
. 

絰
济
地
理
.
経
済
心
理
•
経
済
統
計•

共 

同
海
拟
及
び
海
上
保
険
、
第
二
選
択
に
は 

都
市
経
済
論
.
讶
気
変
動
論
•
陸
運
経
営 

そ
の
ほ
か
各
科
H
特
殊
が
あ
る
•

「

邦
訳
マ
ル
サ
ス
人
口
論
解
題」

第
二
三
卷
第
九
号 

「

橘
機
著『

官
僚
の
社
会
主
義』

」
(

新
刊
紹
介)

第
二
三 

巻
第
二
号

S
The Growth, 

of ...philosophical Radicalism !:>y 

Elie Halivy, 

Translated b
y M

a
r
y

 Morris, 

1
9
2
8

*5(

新
刊
紹
介)

第
二
三
巻
第
三
号

「

近
刊
の
マ
ル
ク
ス
伝
二
種」

(

新
刊
紹
介)

第
二
三
巻 

第
五
号 

◊
著
逬

「

リ
カ
ア
ド
オ
研
究」

鉄
塔
書
院

「

マ
ル
ク
シ
、ス
ム
と
、ホ
ル
シ
ヱ
ヰ
、ス
ム」

千
倉
書
房

四
月
三
辺
金
蔵
教
授
経
済
学
部
長
と
な 

る
•

「

搾
取
の
理
論」

第
二
四
卷
第
六
号

「

蘇
聯
新
々
経
済
政
策
以
後」

第
二
四
巻
第
二
一
号 

◊
訳
書

(昭 和 6 年) 1 9  3 0 年 （昭 和 5 年)

，力
ア
ド
オ
著「

経
済
及
租
税
原
論」

(

経
済
学
古
典 

叢
書
4)

岩
波
書
店

「

余
剰
価
値
と
利
潤」

第
二
五
卷
第
ニ
ー
号 

◊
著
書

「

経
済
原
論」

.

(

現
代
経
済
学
全
集
第
一
一
巻)

日
本
，評 

論
社

飢
饉
〇
浜
ロ
首
相
東
京
駅
で
狙
撃
さ
れ
る
〇
全
国
労
働 

組
合
結
成
〇
思
想
問
題
に
関
し
て
私
立
大
学
学
長
会
議 

〇
平
野
義
太
郎
、
山
田
盛
太
郎
、
三
木
清
ら
検
挙
〇
陸 

軍
将
校
桜
会
結
成
〇
社
会
経
済
史
学
会
創
設
。

o

国
際
決
済
銀
行
設
立
04

(

独)

ナ
チ
ス
第
二
党
と
な
る
、
共
産
党
進
出
*

(

米)

銀
行
破
産
続
砠
、
失
業
救
済
委
員
会
設
S
*

(

印)

会
議
派
大
会
、
完
全
独
立
を
決
議
、
各
地
に
反
英
暴
動
起
る
、
 

ガ
‘ン
ジ
一
捕
わ
る
。

野
吕
栄
太
郎「

日
本
資
本
主
義
発
逹
史/

河
上
蕺「

第
二
貧
乏
物
語」

、
 

津
田
左
右
吉「

日
本
上
代
史
研
究」

、
西
田
幾
多
郎「

I

般
者
の
自
覚
的 

体
系」

、
桑
木
厳
翼「

哲
学
概
説/

河
合
栄
饴
郎「

ト
ー
マ
ス
•
ヒ
ル
. 

グ
リ
ー
ン
の
思
想
体
系」

、
猪
俣
津
南
雄「

日
本
無
産
階
級
の
戦
略
/

美 

溴
部
達
吉「

現
代
窓
法
評
論」

、
蔵
原
惟
人「

ナ
ッ
プ
芸
術
家
の
新
し
い 

任
務」

(

戦
旗)

、
大
内
兵
衛「

財
政
学
大
摘
/

高
田
保
馬「

経
済
学
新 

講j 

(

丨
七
年)

、
森
耕
ニ
郎「

労
質
学
説
の
史
的
発
展」

、
村
岡
典
嗣「

日 

本
思
想
史
研
究J

、

九
鬼
周
造
^

い
き』

の
構
造
/

石
浜
知
行「

ア
メ 

リ
ヵ
資
本
主
義
発
達
史
.

I、

木
村
靖
ニ「

日
本
農
民
閊
#
史」

、
阿
部
知
二 

「

主
知
'的
文
学
；&

、
山
田
淸
三
郎「

日
本
プ
P
レ
タ
リ
ア
文
芸
運
動
史J、 

「

マ
ル
ク
ス
主
義
.の
旗
の
下
に」

創
刊
、
卷
秋
社「

世
界
大
思
想
全
集」

•

小
泉
信

S
士
年
譜
お
x
び
著
作s
録

凶
作
、
小
作
争
議
激
化
、
資
本
主
義
危
機
に
直
面
〇
第 

一一

次
若
槻
内
閣
、
つ
い
で
犬
養
S
套

)

内
閣
成
立
〇
満 

洲
事
変
起
る
、国
際
速
盟
理
事
会
の
撤
兵
勸
告
を
拒
否
、
 

上
海
排
日
運
動
激
化
の
た
め
陸
戦
隊
出
動
、
満
洲
に
宣 

統
帝
を
擁
立
せ
ん
と
す
o
重
要
産
業
統
制
法
公
布
、
官 

吏
減
俸
実
施
、
金
輸
出
再
禁
止
〇
兰
井
財
閥
の
ド
ル
買 

い
問
題
化
〇
全
国
労
農
大
衆
党
結
成
S
貪

轰

義
 

1)、

対
華
出
兵
に
反
対
〇
共
産
党
三
一
年
テ
ー
ゼ
採 

択
、
極
左
冒
険
主
義
化
〇
井
上
日
召
ら
血
盟
団
結
成
、
 

全
日
本
愛
国
者
協
同
闘
#
協
議
会
創
立(

右
舞
の
運
動
统 

一)

、
.
右
翼
労
働
組
合
、
日
本
労
動
ク

ラ

ブ

を

.結

成

〇

一
七 

一(
I

三
四一

)



1 9  3 2 年 （昭 和 7 年)

二

月

「

福
沢
諭
吉
伝」

刊
行
。

.

四
月
経
済
学
部
第
二
選
択
科
目
に
倫
理
学 

(

東
洋
.
西
洋)

2
を
お
く 
•，，

四
月
経
済
学
部
に
助
教
授
を
おV

,
.

五
月
削
立
七
十
五
年
記
念
式
举
行
，

八
月
淹
本
誠一

教
授
死
击
。

「

ソ

ギ

ユ
ト
五
個
¥
ft
劃
概
論」

入
慶
應
義
塾
創
立
七
十 

五
年
記
念
論
文
集)

第
一
1
六
卷
第
ー
〇
号 

◊
著
賨
'

「

ア
ダ
ム
.
ス
ミ
ス
伝」

(

偉
人
伝
全
集
第
二
巻) 

'改 

造

社

，
_

上
海
事
変
、
，リ
ッ
ト
ン
調
査
団
訪
日
、
国
速
総
会
日
華 

停
戦
勧
^
!決
議
、
日
華
停
戦
交
渉
協
定
成
立
〇
満
洲
国 

建
国
宣
言
、
日
満
議
定
書
調
印
、
.三
井
三
菱
対
満
三
千 

万
円
融
資
を
契
約
〇
五
.r

五
事
件
、
犬
養
首
相
暗
殺 

さ
れ
、
斎
藤
内
閣
S
党
官
俊
協
S

成
立
o
井
上
、
団 

暗
殺
〇
社
会
大
衆
党
結
成(

合
法
無
座
政
党
の
戦
線
統
c

o
日 

本
労
働
組
合
会
議
結
成(

右
派
労
組
の
全
国
統一

機
§
〇
共
産 

党
、三
一
年
テ

ー
ゼ
を
批
判
し
て
三
ニ
年
テ

！

ゼ
決
定
、
 

天
皇
制
の
評
価
重
視
、
熱
海
事
件
〇
東
京
各
所
で
米
ょ 

こ
.せ
デ
モ
〇
戸
坂
潤
ら
唯
物
論
研
究
会
組
織
、
唯
物
論 

全
書
刊
行
〇
大
日
本
国
防
婦
人
会
結
成
〇
坂
田
山
心
中 

事
件
、

ェ
ロ
グ
ロ
の
報
道
盛
ん
。

(

独)

賠
愤
不
払
宣
言
、
総
選
挙
に
ナ
チ
ス
第
丁
党
。

(

英)

オ
ッ
タ
ワ
英
帝
国
経
済
会
議
*

(

米)

满
洲
国
不
承
認
言
明
、
ル
ー
ズ
べ
ル
ト
大
統
領
に
当
選
•

「

日
本
資
本
主
義
発
達
史
講
座」

(

丨
八
年)

刊
行
'
長
ハ
合
川
如
是
閑

「

日 

本
フ
ァ
シ
ズ
ム
批
判」

、
滝
川
幸
辰「

刑
法
読
本」

、
戸
坂
潤「

イ
デ
オa 

ギ
ー
概
論」

、
，三
木
淸「

歴
史
哲
学
/

西
田
幾
多
郎
-1
無
の
自
覚
的
限 

矩/

田

辺

元「

へ

ー

ゲ

ル

哲

学

と

.弁
証
法
/

高
榻
里
美「

全
体
の
立 

場」

、
川
合
貞1

「

マ
ル
キ
シ
ズ
ム
の
哲
学
的
批
判」

、
土
方
成
美「

フ
ァ 

シ
ズ
ムJ

、

橘
孝
三
郎「

日
本
愛
国
革
新
本
義」

、
市
川
正
一「

日
本
共
産

1 9  3  3 年 （昭 和 8 年）

経
ニ 済  

月学

1 ?  

長 の

曾学 
S 位

1 受  

•け 
る

四 一

英 学 科 月 月  

語 廃 学 ハ 、 • i t  • 予 令 ,

数 、 政 科 塾  

字 '  治 の 長

‘ . ケ 学 体 p

地 恝 通 操  

理 _ 論 を 就  

を 漠 を 教 仔  

減 の お 練 4  

じ 時 く と  

た 間 ハ し  

• を 但 た  

ふ し ° 
や 生 自  

し 物 然

つ o
ア 著  

ダ m

ム

ス

ス

マ

ノレ

サ

ス

V
力

ア

K
オ

統

っ っ っ ◊  っ

終 マ マ 師 著 ン 旦 ア

襞 ル ル • 进怎ド 5 ダ 
S タ ク 友 零ニ A 
g シ ス . 璺 イ •  

S ズ 死 書 g  • ス 
ム 後 籍 ヲ ユ ミ  

春し五  ツ ス

秋诉十  ブ 蔵  
社！̂ 年 私 の 書

g  " ■ の ソ 目
g 改 評 . ギ 録  

• S 繁 論 ニ 新

i g f  4  膠  

講 證
墨 」 M ¥

如  4£ B  ― -

四 岩 醪 七  
部 波  巻 
世 書 第 第  
界 店 ニ 五'

斎ヮ 
藤シ 
内ン
m ト
倒ン 
れ海 
、軍

岡軍 
田縮 
S 条

内棄 
m 〇 
成帝 
立人 
、疑 

政獄 
党事 
勢件 
力で

^ へ。マ 全 郷 民 向 崩 塚 田 久 対 日 に 満  
杂際トB t 悉◦ニ S 軍 族 ジ 壊 、 、原策本侵洲  

I f g i 輝^速 ラ V ロ ュ 協 人 主 転 河 三 ら 協 製 . 攻 国  
ミ 上 ヒ ッ 会 _ ジ フ 議 を 義 向 小 上 木 軍 議 鉄 、経 
の 、済嚣蛰の軍通トk uぃ ノ ァ 含 中 に 羞 林 部 会 会 日 済  
袂蹇f ぞ累思縮栽ラ•禁世ク結心転続多三木にの社中建 
^ 袋 .、, 右f  ム 屯 g チ 成 に 向 出 喜 枝 村 対 設 法 停 設  
$ 響 _ 击 吉 急 繁 . 1 - 0 ^ 0 0 ^ ^  、抗置公戦大
8 っ ぐ 貞 念 ぇ 成 ュ会ァ 日 倫 松 社 虐 宮 徳 し 決 布 協 綱  
\ Z笠盗代®癸る、乓 丨議• 論 本 会 岡 会 殺 本 田 て 定 ® 定発 
; ク ヨ 郎 5 > 4 外 国 士 争 資 組 ら .大 さ 、ら 政 〇 g 成表 
事 日 " て 愤 今 ィ 。 本 織 政 衆 れ 野 学 党 京 g 立 、 

社1 ブ4 |  i 主 o 党 党 る 呂 芸 連 大 | 〇 国  
ニ零瘦合會ぺぶ し f  i 義 日 解 、 ° ら 自 合 滝 f 米際
1 寧S 問§西 ュ リ 放 策 論 本 消 国 佐 検 由 運 川 也 穀 連  
* r ®费思S J ? S £ 争 国 連 家 野 挙 同 動 事 〇 統盟 

撃 T 家 盟 資 、さ 盟 〇 件閣制脱 
佐 、、」郎g 寧 ' 、 丄 社 結 本 鍋 れ 結 新 〇 議法退 
野§ 中 骂 运 A  ニ 会 成 主 山 て 成 居 富 、公 〇 
^ l i i i  ロ、专 a 年主〇 義 ら 左 〇 、田思布北 
コ郎伊総の同ッ、 べ 義 在 と 転 翼 大 秋 、想 、京

書 g ァ 党

1■。 萣 ト 小  

寇 丄 衷

者5 '
し、2 高

s s i 苎
作  g p  

究 史 ゆ 

会
S 林 商

漂 房 主

f m m

兹 家 学  , « 説  

r た 研  ' め 究
つ X v - し

世 卜 、 
界 、 五  

経 小 島  

済 林 茂  

問 多 1  

題 喜 ロ  

叢 ニ バ

小
康
信
三
博
士
年
譜
お
ょ
び
著
作
目
録. 

一

七

三

(

ー
三
^
-
ニ)

UL/Jc
39

一
七
ニ 

(
一

三
四
ニ)

桜
会
、
錦
旗
革
命
事
件
〇
ナ
ツ
プ
解
消
し
て
日
本
ブ
卩 

レ
タ
リ
ア

文
化
同
盟(

コ
ッ
プ)

結
成
。

(

米)

フ
ー
パー

、
モ
ラ
‘
r
ム

管

(

英)

金
本
位
制
離
脱
、
各
国
も
続
く
•

(

西)

共
和
革
命
。

蔵
原
惟
人「

芸
術
理
論
に
於
け
る
レ
ー
二
ン
主
義
の
た
め
の
闘
中」

(

ナ 

ッ
プ)

、
向
坂
.
櫛
田
.宇
野
.山
|1
1

「

資
本
論
体
系」

、
河
合
栄
治
郎「

社 

会
政
策
原
理」

、
高
田
保
馬
-»
マ
ル
ク
ス
価
値
論
の
吟
味」

、
山
ロ
正
太
郎 

「

重
農
学
派
経
済
学」

、
菊
川
忠
雄「

学
生
社
会
運
動
史」

、
三
木
淸「

観
念 

形
態
論」

、
吉
野
作
造「

対
支
問
P

、「

へ

ー

ゲ

ル

全

集

」
「

岩

波

講

座. 

哲
学」

刊
行
開
始
.



1 9  3 4 年 （昭 和 9 年)(昭 和 1 0 年)

四
月
高
摘
誠
一
郎
教
授
経
済
学
部
長
と
な 

.る
。

五
月
祌
奈
川
胳
H
吉
台
に
校
舎
完
成
し
、
 

予
科
を
移
す
*

....

七
月
伊
藤
秀一

教
授
死
去
•

派
経
済
学
研
究)

岩

波

書

店.

「

経
済
学
史J 

(

高
橋
誠
一
郎
、
増
井
幸
雄
、
加
田
哲
ニ 

と
共
著
、
経
済
学
全
集
49)

改
造
社

退
い
て
軍
部
独
裁
進
む
o
満
洲
国
帝
政
実
施
〇
日
英
通 

商
会
議
開
催
〇
武
藤
山
治
暗
殺
さ
れ
る
〇

一
一
月
_
件

(

陸
軍
皇
道
派
青
年
将
校
ク
ー
デ
タ
I
計
画)

〇
中

条

百

合

子

検

挙
、
野
呂
栄
太
郎
獄
死
〇
司
法
省
、
思
想
検
事
を
設
置 

〇
日
本
製
鉄
創
立
〇
日
本
労
働
組
合
全
国
評
議
会
結
成 

(

合
法
左
興
の
統
1
達
成)

〇
文
部
省
学

生

部
を
思
想
局
に
西 

組
織
、
学
生
の
カ
フ
ヱ
ー
出
入
禁
止
。

(

独)

労
働
組
合
禁
止
、
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
総
統
兼
任
•

(

仏)

フ
ァ
ッ
シ
ョ
団
体
進
出
、
社
共
提
携
し
て
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
運
動 

展
開
、
人
民
戦
線
結
成
。

平
野
義
太
郎「

日
本
資
本
主
義
社
会
の
機
構
/
山
田
盛
太
郎「

口
本
資
本 

主
義
分
析」

、
河
合
栄
治
郎「

フ
ァ
シ
ズ
ム
批
判」

、
和
迁
哲
郎
-1
人
間
の
学 

と
し
て
の
倫
理
学」

、
高
田
保
馬
-1
国
家
と
階
級
/

田
中
耕
太
郎「

世
界 

法
の
理
論」

、
佐
野
•
鍋

山「

日
本
共
産
党
及
コ
ミ
ン
タ
ー
ン
批
判
I

一
 

国
社
会
主
義
に
つ
い
て
ー」

、
美
澄
部
達
吉「

陸
眾
国
策
の
総
批
判」

(

中 

央
公
論)

、
三
枝
博
音「

R
本
に
於
け
る
哲
学
的
観
念
論
の
発
逹
史/

大 

森
狻
太
郎「

ま
て
り
あ
り
す
む
す•

み
り
た
ん
す」

、
阿
部
次
郎「

世
界 

文
化
と
日
本
文
化
/

高
橋
誠
一
郎「

ア
リ
ス
ト
テ
レー

スJ、

加
田
哲
ニ 

『

独
逸
社
会
経
済
史J、

慶
應
義
塾
金
取
研
究
会「

恐
慌
の
現
段
階
に
お
け 

る
世
界
経
済
と
日
本」

、
陸
軍
省
新
聞
班「

国
防
の
本
義
と
其
強
化
の
提 

唱」
*

■

一
 

七

四

(

一
三
四
四)

天
皇
機
関
説
攻
撃
高
ま
り
美
濃
部
達
吉
の
著
書
発
禁
〇 

岡
田
内
閣
国
体
明
徴
声
明
。
文
部
省
、
各
学
校
へ
国
体 

明
徴
の
訓
令
。思
想
弾
圧
激
化
0
共
産
指
導
部
壊
滅
、
 

「

赤
旗」

停
刊
0
真
崎
事
件
、永
田
事
件(

軍
内
部
の
対
立
数 

化)

、
〇
北
満
金
鉱
会
社
設
立
、
日
満
経
済
共
同
委
員
会 

設
立
〇
台
湾
自
治
制
実
施
〇
全
日
本
労
働
総
同
盟
結
成 

o
教
学
刷
新
委
員
会
の
官
制
公
布
。

(

独)

ザー

ル
地
方
人
民
投
票
、
ド
イ
ツ
に
帰
属
、
再
軍
備
宣
言
、
後 

兵
法
復
活
、
ユ
ダ
ヤ
人
市
民
権
剝
奪
。

(

米)

ヮ
グ
ナ
ー
労
働
法
成
立
。

(

伊)

対
エ
チ
オ
ピ
ア
開
戦
.

19 3 6年 （昭 和 11年） 1,9 3 5 年
渡

こを各〇 米 
g 視 地 〇 し 
资察の年て 
予 し大祝ハ Pて 学 典 1

‘ 帰やにバ
 ̂ 1 国 一 参 1 

令.。般列ド
的 。大 
教ア学 
育メ創 
事リ立
...力三

へ ◊ 
学 S 
窓 書 
雑 
記

岩
波
書
店

' 1 1 g | |  一 一  gf和 m 働 法 会 制 観 現 藤 す 止 ニ  
究 研 軍 者 、反定察役隆る

a j l l s ^ a | a g  ^  ^  I  ?  h ^  1  i  1 S  S
」ノニ运ァ邊i m S g 螂 設 対 合 i T 明 独 言 活 軍 開 に 事  
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S 合 靡 て 忑 さ ら 木 寒 令 理 大 会 時 1 自内商 

1 1 成 孓 雙 署 総 布 法 党 • 取 禁 由 品  
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i ' ®  1 開• . 枣 崎 盟 陸 重 労 社 法 通 義 立 引  
容茅&ズM 会 、軍 要 農 等 、達 排 、市

結 蠟 社 、肥 無 臨 思 〇 擊 皇 場  
成 山 大 各 料 產 時 想 軍 声 道 :  

| ね各、 〇 ら 党 工 業 渚 取 犯 部 明 派 巧  
S れ淨木 昭 の な 廠 統 協 締 保 大 、に引 
郎イ• 、下 和 昭 ど 労 制 議 法 護 臣 斎 対 中

窗陸性業台察;戸 
L 取の問理し、坂$oo T省問題作む潤-
丄取題し、つ ロ コ  
ご夾し、.执へ芘H中ンミ 4f£.調沾ナ丨 本共ドン 
上查鸷% ヶ*即ィ新、ノテ
刊部軒ニル（ijjデ.方海ル 
M フ| 蘇研淖才軍'ノ 
g 大5 11•究铪ロを軍大  ̂|  ^へuギ決縮会

sS |% 茳 晶 1
l l l f l f s  1

i
解 つ九、j 土 • 。
、経鬼櫛亨丨
つ済周m &人
唯心造民デ|i!)
物理つ蔵A学 
論 学 偶 ' 的  
企、然煥務考

小
枭
信
三
博
士
年
譜
お
ょ
び
著
作
0
録 

. 

.
ー

ヒ

五

(

一
三
四
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1 9  3 7 年 （昭 和 1 2 年)

•
一
七
六(

一
.三
四
六)

こ 四  
のる月 
頃 *

塯m 并 
内 幸  
の 雄  i 教

培 I
金 济  
厳 I 
? 部 
と 長  
な ？ る と  

な

....泰pu — —»■
向技のと〗11す学社か学済に月月。月 
井術ほも位べ•会 ，•政わ 7:1 
鹿論か共wて 交 政 経 金 策 け 経 気 M  
松 を ’通 を 一 通 策 済 融 •る 済 贺 慶  
教ぉ新で課堪論を学論一。学 勘 広  
授 い し ’し位. 、科•般必部 
辞たく従たw保 商 に 民 経 修 を 教 慈 
努 •東前oと険業は法 済 科 経 授 塾  

亜の選民学学経•史 目 済 病 畏 
経各択法♦科済商•は •臥 p . 済特科•会に学法統経商• t  

丨 琪殊EJ商計は史が計済業 冉 
馉講は法学経A共学原の 课 . . 義ニハハ営窆通•論ニ 含. 
産な学各以経重の財•学 f 
業ど科ニ上済丁ほ政経科 れ

=2 O 
肯著  
年 m 
公 
民 
読
本

•

経
済
篇

日
本
靑
年
館

f 成 典 遂 或 云 1 
」 烈 露 済 訂 那 逬  

な 仕 原 • 琪 
慶 る 論 マ 変  
応 我 し ル と  

義 が S ク日 
塾 将 語 ス 淸  

兵 £ 死 戦1 胃 後 争- 慶 驾 五 "'
髮 全 J 慶

塾 第 出  
々 2 改 版  
也 卷 淳 社  

諸 一 社

t  I
告 評

| 御  
| 前  
£ 会 
$ 議 
t 対 o 華 
国 国  
家 策  
総 決  
動 定  
員 、 
法 第  
/卜一

布 次
へ 近

11
し i
ム石

I i I p I a I I I へs バ 挙 m o  k 中 管 出 事 戦 橋 速 落 軍  
正岱孝論門か原省結岀s 悉 p 止 朱 転 ス 理 入 件 隊 事 合 、部 
頭 ■、へ忠思 • 産 〇 内 向 ト 法 等 〇 上 件 大 林 と  
層のg郎高内威雄翯 f i g 業 A原 し 中 公 臨 エ 陸 、勝 守 政  

贾 ヒ 髮 ラ I I I 五 民 事 て 止 布 時 場 、日 、1 友 wて学, 資 ■ 令 家 国 作 共 退 力 戦 件 戦 を 〇 措 事 大 中 無 生 会  

I-Sl^ 抗1 芏 線 0 争 決 微 置 業 本 羸 1 i  I  
管S: a 靑 迄 客 m 兵 法 場 営 爭 政 内 立  

天2罈泛SS:1■鈐 丨 . ®件 翼 持 服 、管 設 開 党 y 、 
僉と羽麥S業衾？ 、 力1!， 決 的 〇 争 役 臨 理 置 始 進 1f 政

農繁君が大塞-含炙5 ?同 ,ィ 定 山 作 内 議 期 時 令 益 o 出 4 局 
祐| 五gSS霞i 翕 戦 際 ル 〇 川 家 務 激 限 資 、S 北 、兴 不^ 郎1 攀 _ 籠 赛 企 、 、省 減 延 羞 軍 德 京 近 a 去

g古 召 ^雄 、、尾 郎 S處 芎 鸣 荒 評 、 、長 調 需 2 を 衛 %の S茔 石 镫 ん ? . ，退。统 院 畑 論 言 社 〇 整 エ I 占 内 ! ! た  

芦毒4的洲SfeS局 V 1丨 設 、家 論 大 総 法 業 w 領 閣 ボ め  
。う書■ |_ |お ぶ 乾 置 。¥ に 取 党 同 、動 〇 、成 】 対 I ど、 雄ヲll ?[ * 濃 対 締 国 慨 臨 員 南 上 立 學 米  ©戸諍自I1鳶 念 峑 1 部 し り 家 、時 法 京 海 〇 铬 為  
学.坂 、巒の業ど鈐約  ら 執 強 主 事 船 虐 に 蘆 政 替  
、滴 永 、注Riiう 、 締 検 m 化 義 変 舶 輸 殺 險 溝 友 続

助 -« -«日
日本 
本文 
小化 
作形 
制態 
度_ 
診じ，

尚林
橘良 in正 
美 1
nWr
存西 
在亜 
と社 
体会 
験妊
し。済

木
村it
之

1 9 3 9 年 （昭和 1 4 年) 1 9  3 8 年 （昭 和 1 3 年)

藤
. 四 学 原  
月 長 エ  

火 を 業. 自 兼 大
ね 学. — るか  

i °設

I 1
m れ
講 、

そ
の

"1
m

替
ズ
ボ
ン

， マ
フ

ラ1
禁

l i l
と生 
学 活
風 し

山

慶 波  
応 書  
出店  
版

， 社

• . ------- --------------
. ア 钚 時

メ 湯 局  
リ質と

； カ 间 思
紀 想
行 し

岩 業
波 講
書 座
店 資

料12v̂/

市
役
所

r、.へ 盤 治 寧 省 地 O化 統 公 .平 S 締 郎 会 令 代 国 さ 制 声 沼

羡 独 A S ? を 塞 ® れ 法 価 内  
ち5 <? _ A と 賃 徴 る 公 格 閣
対 不 态 《 9 令 統 用 〇 布 、 、 
费 ド 学 休 中 布 制 令 ノ  、軍 っ  
聂 隻 5 職 央 o 令 公 モ 物 用 ぃ  

布 約 警 9 赞 東 、布 'ノ 価 資 で  
货 锌 憝 内 価 尕 小 〇 ハ 統 源 阿  
m ぢ 練 舉 統 で 作 価 ン 制 秘 部
至 ポ 沪 # m 日 料 格 事 哭 罄 离  

资 4 ■ 由 培 茭 麫 停 件 綱 保 閣  ® v § f * 弇 fJ 4 、を 護 成  •ド ! $ $ 资 令 令 日 決 法 立
俊 と 主 議 〇 、ソ 定 公 〇 
入• 窆 蘩 結 日 米 賃 停 、布 絹  

る。贽 齊 ？ 穀 金 戦 統 、織 S g f• 強 統 協 制 米 物  
豚 5 g 制 制 定 経 穀 五

!  s ® f 令 成 済 配 種  
論 栄 協 入 立 強 給 に

一 愚 し 国 則 成 業 £
衰 ニ 1 _ 1 墨

技g念栄b1乓i r 件 生 結 炭 広 法 〇 
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遥 踅 ミ 舍 J;河 0 2 給 、ど地

_ _  _ 擊 1 P 壓
発の方農產学衷ミ i：今 治 派 ネ 実 ニ  O法

I f l i l l ,* ；® 文 ヒ 蕺 湾 ？ 霉带、 
靜認、論:齧本;};‘ s ご 事 辑 态 2 盍 S ,

1 g x f p i i
亭猪5 8 、郎 対 I 自 報 鉄 件 家  
出r唇 铒 つ 独 、市 I マ。治 国 _ 、咎

雷 醫 麗 日 |
コ邊ォご，理 デ 交 件 莖 出 』 給 ノ 法  
哲 道 ウ 経 プ 論 ィ 姿 1̂ 迫 、！？偉 、
袤甲ュ笋F■と ュ 独 § 、豊 統 笛 " 
的 本 ン 被 テ 資 右 占 -* , を d*ll •戦鱼 
人 の . 学 ス 本 現 。 瓦 し 業 制 協 要  
間 世 モ 通 タ 理 内 人 ぱ 報 規 定 産

小

'報

信

三

博

土

年

譜

お

よ

び

著

作

目

録
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一
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四
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1 9  4 0 年 （昭 和 1 5 年)

水
上
滝
太
郎
死
去
。

六

月

文

•
経

.
法
学
部
に
正
科
目
と
し
て 

国
防
講
座
を
お
く
♦

◊
著
齒

「

塾
の
徽
章」

慶
応
義
塾

1

七

八

(

一
三
四
八)

(

ソ)
，

対
.フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
開
戦
、
国
際
速
盟
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
を
除
名
• 

大
川
周
明「

日
本
精
神
研
究」

.「

日
本
ニ
千
六
百
年
史
/

三
宅
雪
嶺「

祖 

国
の
姿
/

高
榣
]1
1
美

「

歴
史
と
弁
証
法
/

波
多
野
猪
一「

宗
教
铒
学
序 

論」

、
羽
仁
五
郎
?
,、
ヶ
ル
ァ
ン
ジ
ヱ
ロ」

、
中
山
伊
知
郎「

ヶ
イ
ン
ズ
一 

般
理
論
解
説」

、
掘
経
夫「

地
代
論
史」

、
白
杉
庄一.

郎

「

国
圾
経
済
学
研 

究/

塩
尻
公
明「

ベ
ン
サ
ム
とn —

ル
リ
ッ
デ」

、
寺
甩
琢
釋「

校
計
学 

の
理
論
と
方
法」

。

米
内
内
間
、
つ
い
で
第
二
次
近
衛
内
間
成
立
、
.新
体
制 

声
明
〇
社
会
大
衆
党
、
政
友
会
、
民
政
党
解
党(

政
党
政

治
、
無
産
政
党
運
動
終
る)

o

日

独

伊

三

国

同

盟

成

立

〇

大

政
翼
賛
会
発
会
、
大
日
本
産
業
報
国
会
結
成
〇
皇
紀
ニ 

.
千
六
百
年
祝
典
o
日
米
通
商
条
約
失
効
、
更
新
交
渉
不 

調
で
政
府
苦
し
む
o
斎
藤
隆
夫
、
反
軍
演
説
に
ょ
り
議 

'会
か
ら
除
名(

軍
部
へ
の
屈
伏)

、
o
日
本
軍
仏
印
へ
進
駐 

〇
日
華
基
本
条
約
日
満
華
共
同
宣
言
調
印
o
大
日
本
農 

民
組
’合
解
散
、
日
本
労
働
組
合
会
議
解
散
〇
内
閣
情
報 

局
開
設
、
文
化
統
制
を
強
化
、
日
本
出
版
協
会
結
成
〇 

キ
リ
ス
ト

教
各
派
純
正
日
本
キ
リ
'ス
ト
教
会
と

し
て
西 

出
発
o
津
田
左
右
吉
の
著
書
発
禁
、
起
訴
〇
文
化
思
想 

団
体
の
政
治
活
動
禁
止
〇
新
協
、新
築
地
劇
団
員
検
挙
、
 

解
散
。

(

仏)

ヰ
®
党
員
の
議
席
剁
奪
、
ベ
タ
ン
政
府
独
軍
に
降
服
、
レ
ジ
ス 

タ
ン
ス
運
動
起
る
。

(

独)

‘
ノ
ル
ゥ
エ
ー
，
デ
ン
マー

ク
、
ベ
ネ
ル
ッ
ク
ス
三
国
に
侵
入
、
 

パ
リ
を
占
領
。

西
田
幾
多
郎「

日
本
文
化
の
問
題
/

田

辺

元
- 1
歴

史

的

現

^

」

、

羽

仁

五
 

郎

「

現
代
日
本
の
起
源」

、
和
辻
哲
郎「

日
本
倫
理
思
想
史/

大
河
内
一 

■毋

「

社
会
政
策
の
迤
本
問
題」

、
原

田

掴「

政
治
思
想
史
概
説」

、
大
进
安 

次

郎

「

ス
ミ
ス
経
済
学
の
生
成
と
発
展
/

岸
本
誠
ニ
郎「

础
格
の
理
論
/ 

下
村
海
南「

昭
和
の
維
新」

,
奥
井
復
太
郎「

現
代
都
市
論
/

藤
林
敬
三 

「

労
働
科
学
靜
、
永

田

淸

「

戦
争
経
済
の
潮
流」

、
河
合
栄
治
郎「

学
生
.に

1 9  4 1 年 (昭 和 1 6 年)

一
月
塾
長
に
三
選
さ
れ
る
。
池 

田
成
彬
評
議
員
会
議
長
と
な
る
。

四
月
本
科
に
も
断
髮
令

•

六
月
野
村
兼
太
郎
、
慶
應
義
塾
経
済
学
会 

の
会
長
と
な
る
•

八
月
慶
應
義
塾
報
国
隊
を
結
成
*
学
生
局 

設
S

(

従
来
の
学
生
課
を
拡
大)

*

◊
箸
褂

「

学
生
に
与
ふ」

三
田
文
学
出
版
部

長
男
信
吉
南
太
平
洋
に
て
戦
死
。

三
月
修
業
年
限
の
短
縮
•

四
月
野
村
兼
太
郎
教
授
、
経
済
学
部
長
と 

な
る
。

一
0
月

慶

應

1

報
国
団
結
成•

◊
著
®

.

「

師

•
友

•
書
籍
第
二
輯」

岩
波
書
®

与
ぅ
/

野

村

兼

太

郎「

一
般
経
済
史
概
論」

、

「

辑
波
講
座
.
.倫
理
学」 

刊
行
開
始
。：

東
条
内
隊
成
立
.
真
珠
湾
攻
擊
太
平
洋
戦
争
開
始
o 

新
聞
紙
等
掲
載
制
限
令
、
国
民
労
務
手
帳
法
、
国
防
保 

安
法
、：
治
安
維
持
法
改
正
法
、
生
活
必
需
品
物
資
統
制 

令
、貿
易
統
制
令
、国
民
徴
用
規
則
、逭
要
産
業
団
体
令
、
 

国
民
学
校
令
、
言
論
出
版
集
会
結
社
等
臨
時
取
締
法
な 

ど
公
布
o
日
ソ
中
立
条
約
成
立
o
翼
賛
選
挙
法
実
施
、
 

翼
賛
議
員
同
盟
創
立
o
帝
国
石
油
設
立(

石
油
斯
業
統
制) 

o
ゾ
ル
ゲ
事
件
o
マ
レ
ー
沖
海
戦
、
香
港
占
領
〇
新
聞 

速
盟
結
成
、
新
聞
事
業
令
公
布
o1

1

ュ
ー

ス

映

画

強

制
 

上
映
o
日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
創
立
〇
企
画
院
事
件
。

.

(

独)

ギ
リ
シ
ア
、

ユ
ー
ゴ
侵
入
、
独
ソ
戦
開
始
、

レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド 

i
総
攻
擊
、
対
米
宣
戦
布
告
。

.

(

米)

武
器
貸
与
法
成
立
、
国
家
非
常
祺
態
宣
言
。

〇

米
英
洋
上
会
談
、
大
西
洋
患
章
発
表
。

.〇

英
ソ
労
働
組
合
委
員
会
を
組
織

*

河

合

栄

治

郎「

明
治
思
想
史
の一

断
面」

、

三
枝
博
音「

三
浦
梅
園
の
哲 

学
/

塩

野

谷

訳「

雇
用
、

利
子
及
び
貨
幣
の
：
！
般
理
論
/

高
橋
泰
蔵 

「

貨
幣
的
経
済
理
論
の
新
展
開」

、
小
宮
山
琢
ニ「

日
本
中
小
工
業
研
究
,-
, 

林

房

雄

-,
転
向
に
つ
い
てJ

、
：

高
山
岩
男「

文
化
類
型
学
研
究」

.、
西
谷
啓 

治
！ '

世
界
観
と
国
家
観」

、
兰

木

清「

人
生
論
ノ
ー
ト/

三

木

瘍「

現
代 

哲
学
辞
典」

、
宇
尾
野
久
-»
独
逸
農
制
史
序
論
/

小
康
信
三
博
士
年
譜
お
よ
び
著
作
目
録

マ
ニ
ラ
占
領
、
ビ
ル
マ
侵
入
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
占
領o 

ジ
ャ
ワ
上
陸
、
珊
瑚
海
海
戦
に
敗
北
、
ミ
ツ
ド
ウH

丨
 

海
戦
に
.敗

北

ソ
ロ
モ
ン
海
戦
、
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル島
撤 

退
し
て
守
勢
と
な
る
、
本
土
初
空
襲
o
学
徒
出
動
命
令 

0
大
東
亜
建
設
宣
言
、
大
東
亜
建
設
藩
議
会
を
創
設
〇 

日
本
貿
易
会
以
下 

一.ニ
統
制
会
設
立
、
大
東
亜
圏
決
済 

通
貨
を
円
建
と
す
る
、
衣
料
切
符
制
実
施
、
海
運
管
理

一
七
九(

一
三
四
九)
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9 4 3 年 （昭 和 1 8 年)

亜
細
亜
研
究
所
を
開
設
し
て
所
長
と 

な
る
。

三
田
綱
町
に
移
転
。

帝
国
学
士
院
会
員
と
な
る
。

一
二
月
学
徒
出
陣

•

• 

一
八
〇

(一

三
五
〇)

令
公
布
、
企
業
整
備
令
公
布
、
産
業
統
制
法
公
布
、
翼 

賛
壮
年
団
、
大
日
本
婦
人
会
、
日
本
文
学
報
国
会
、
大 

日
本
言
論
報
国
会
な
ど
結
成
、
敵
性
思
想
排
撃
〇
戦
時 

刑
^
特
別
法
公
布
〇
新
聞
整
理
統
合
、
一

県

一
紙

制

〇 

尾
崎
行
雄
、
-細
川
嘉
六
ら
起
訴
。

o

米
英
ソ
三
国
モ
ス
ク
ヮ
会
談
。

(

ソ)

ス
タ
ー
リ
ン
グ
ラー

ド
戦
で
反
擊
。

高
田
保
馬「

民
族
論
/

高

坂
.
西
谷
•
高

山

「

世
界
史
の
哲
学」

、
三
木 

淸

「

知
識
哲
学」

、
南

原

繁「

国
家
と
宗
教
/

山
田
雄
三「

計
画
の
経
済 

理
論
/

板
垣
与一

「

政
治
経
済
学
の
方
法
1-
.

永

田

清

「

財
政
学
の
展 

開」

、
高
村
象
平「

日
葡
交
通
史」

、.

.上

原

埤

禄「

独
逸
中
世
史
研
究」

、
 

宮
本
又
次「

フ
ラ
ン
ス
経
済
史
概
説」

、

W
i
i

栄

治

郎

I*

日
本
経
済
思
想 

史
研
究」

、
矢
.ロ
孝
次
郎「

ィ
ギ
=
\ス
政
始
.経
済
史
％

徳
富
猪
一
郎
'-
,興 

亜
の
大
義
/

掘

真
琴

緝「

現
代
日
本
政
治
講
座
/

田
中
美
知
太
郎「

ギ 

リ
シ
ア
人
の
智
M

J、
鈴
木
大
拙
-«
浄
土
思
想
論」

、
小
池
迤
之「

水
田J

。

山
本
，
令
.長
官
戦
死
、
ア
ッ
ツ
島
の
日
本
軍
全
滅
、
ブ 

丨
ゲ
ン
ビ
ル
沖
海
空
戦
、

マ
キ
ン
•
タ
ラ
ワ
島
の
日
本 

萆
全
滅
o
日
独
日
伊
経
済
協
定
成
立
o
製
鉄
工
場
国
家 

管
理
、
戦
時
食
糧
自
給
対
策
決
定
、

一
七
職
種
に
男
子 

就
業
禁
止
、女
子
動
員
強
化
、
軍
需
会
社
法
公
布
、電
力 

動
員
緊
急
措
置
決
定
〇
商
工
経
済
会
、
日
本
商
券
取
引 

所
発
足
、
帝
銀
設
立
o
大
萊
亚
会
議
開
催
0
都
市
疎
開 

計
画
決
定
0
出
版
事
業
令
公
布
、
出
版
統
制
強
化
、
中 

央
公
論
編
集
員
検
挙
0
日
本
出
版
協
会
、
日
本
美
術
報 

国
会
な
ど
結
成
〇
学
徒
出
陣
、
徴
兵
適
令
を

一

九

歳

に
 

引
下
げ
。

0

カ
イ
ロ
会
談
、
テ
へ
ラ
ン
会
談
。

(

伊)

.
バ
ド
リ
オ
首
相
就
任
、
フ
ァ
シ
ス
ト
党
解
散
、
無
条
件
降
伏
*

(

ソ)

ス
タ
ー
リ
ン
グ
ラ
ー
ド
攻
防
戦
、
独
軍
全
滅
。

「

国
内
思
想
戦
蒗
迸」

、
.林
房
雄
~1
勤
皇
の
心」

、
高
坂
•
西
谷
•
高
山
•鈴 

木
「

世
界
史
的
立
場
と
日
本」

、
波
多
野
精一

「

時
と
永
遠」

、
出
痊「

ギ

麵

1 9  4 4 年 （昭 和 1 9 年)

こ
の
頃
勤
労
動
貝(

横
浜
ゴ
ム
•
三
菱
重 

エ
.
富
士
骷
機
等
へ)

。

三
月
堝
井
幸
雄
教
授
死
去
*

一一

月
気
贺
勘
茁
教
授
死
去
。
藤
原
工
業 

火
学
をH

学
部
と
し
て
合
併
。

リ
シ
ヤ
の
哲
学
と
政
治J、
大
河
内一.

男

「

ス
ミ
，ス
と
リ
ス
ト
/

墙
田
四 

郎

「

独
逸
中
世
史
の
研
究J、
古
島
敏
雄
-1
近
世
日
本
農
業
の
構
造」

、
出 

ロ
勇
蔵
-«
経
済
学
と
歴
史
意
識
山
田
文
雄r

中
小
工
業
経
済
論」

、
高 

橘
誠
一
郎「

古
版
西
洋
経
済
学
軎
解
題」
、
小
島
栄
次「

経
済
地
理
学
事 

説
1-
.

◊
訳
書

ジH

ヴ
ォ
ン
ズ
著「

経
済
学
の
理
論 

田
清
と
共
訳)

日
本
評
論
社

◊
著
逬
•

「

戦
争
と
道
義」

.(

以
印
刷
代
賸
写)

(

寺
尾
琢
磨
•永

空
襲
で
火
傷
を
負
い
、
慶
応
病
院
入 

院
。
退
院
後
は
三
.田
の
塾
長
邸
に 

住
む
。

1
0

月
経
済
学
科
.
商
業
学
科
の
区
別
を 

廃
止
o
必
修
課
目
は
第一

学
年
の
み
に
経

小
泉
信
三
博
士
年
譜
お
よ
び
著
作
目
録

米
軍
マ
ー
シ
ア
ル
群
島
、
サ
イ
パ
ン
島
、
グ
ヮ
ム
島
、
 

レ
イ
テ
島
に
上
陸
、
マ
リ
ア
ナ
沖
海
戦
、
フ
ィ
リ
ピ
ン 

沖
海
戦
に
て
大
敗
、
神
風
特
攻
隊
出
撃
、
東
京
空
襲
始 

ま
る
o
小
磯
、
米
内
協
カ
内
閣
成
立
'0
朝
鮮
台
湾
に
徴 

兵
実
施
〇
緊
急
国
民
勤
労
動
員
、
戦
時
僧
侶
勤
労
動
員 

要
綱
を
決
定
、
女
子
挺
身
隊
結
成
〇
企
業
整
備
協
議
会 

設
置
、平
和
産
業
破
壊
さ
れ
る
o
決
戦
非
常
措
置
要
綱
、
 

一
億
総
武
装
を
決
定
o

「

改
造」

「

中
央
公
論」

に
弾 

圧
、
廃
刊
命
令
〇
大
日
本
教
育
会
、
映
画
報
国
団
、
大 

日
本
戦
時
宗
教
報
国
会
結
成
〇
延
安
の
野
坂
参
三
日
本 

人
解
放
連
盟
を
組
織
。

0

連
合
軍
、
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
に
上
陸
* 

.
(

仏)

速
合
軍
パ
リ
解
放
、
ド.

ゴ_

ル
臨
時
政
府
樹
立•

〇

四
五
力
国
、
ブ
レ
ト
ン
•
ゥ
ツ
グ
速
合
国
通
貨
金
融
会
議
開
催
。
 

o

米

英

ソ

華,'
ダ

ン

バー
ト
ン
•
オ
ー
ク
ス
案
発
表
*

和
辻
哲
郎「

日
本
の
臣
道
、
ア
メ
リ
カ
の
国
民
性/

鈴
木
大
拙「

日
本 

的
靈
性」

、
家
永
三
郎「

日
本
思
想
史
に
於
け
る
宗
教
的
自

然

観

の

展 

開」

、
土
屋
喬
雄「

明
治
前
期
経
済
史
研
究」

、
大
塚
久
雄「

近
代
欧
洲
経 

済
史
序
説」

、
小
池
茈
之「

日
本
農
業
構
造
論
/

小
松
芳
蒲 

>

"封
妞
英
国 

と
そ
の
崩
壊
過
程」

、
石
井
孝「

蔴
末
質
易
史
の
研
究
/

金
子
武
葳「

へ 

|
ゲ
ル
の
国
家
観
/
.

大
本
営
本
土
作
戦
計
画
を
決
定
、
米
軍
硫
黄
島
、
沖
縄 

に
上
^1、

空
襲
激
化
、
鈴
木
内
閣
成
立
し
て
和
平
方
針 

を
決
讓
、
.広
島
に
原
爆
、
ソ
速
対
日
宣
戦
布
告
、長
崎
に 

原
爆
、
ポ
ッ
ダ
A
宣
言
受
諾
、終
戦
の
詔
勃
放
送
、東
久

一
八
：

1
(

一
三
五
一
：

)



(昭 和 2 1 年) 1 9  4 5 年 （昭 和 2 0 年)

済
原
論

.，一

般

経
済
史
•
金
敗
論
*
経
営 

経
済
学
*
経
済
思
想
史•

日
本
経
済
論
•

.世
界
銥
济
論
•
憲
法
.(

各一

単
位)

0
第 

. 
一r

第
三
学
年
は
選
択
科
目(

各
半
雄
位) 

.を
半
期
ず
.
.つ
と
る
と
と
に
し
た
*

母
死
す
。
自
水
会
生
ま
れ
る
。

二
月
金
原
賢
之
助
教
授
経
済
学

部
長
と
な 

る
•

四
月
高
橘
誠
一
郎
名
#
教
授
塾
丧
代
理
に 

就
任
。

女
子
共
学
を
突
施
。

◊
著
*

「

マ
ル
ク
ス
死
後
五
十
年」

(

増
大
版)

好
学
社

「

海
軍
主
計
大
尉
小
泉
信
吉」
.
私
.家
版

「

初
学
経
済
原
論」

(

既
刊
の「
青
年
公
民
読
本
•
経
済 

:
篇」

の
改
訂
改
題)

慶
応
出
版
社
.

一
八
ニ 

(

一
三
五
ニ)

邇
内
閣
成
立
、
降
伏
文
書
調
印
〇
総
司
令
部
日
本
管
理 

方
針
発
表
、
戦
犯
に
逮
捕
令
、
政
治
犯
釈
放
、
思
想
警 

察
廃
止
、
幣
原
内
閣
成
立
、
G

H

Q財
閥
解

体

を

指 

社
会
党
、
自
由
货
、
進
歩
党
結
成
、
婦
人
参
政
権 

を
含
む
新
選
挙
法
成
立
O

G

H

Qプ
レ

ス

コ

ー

ド
、
新 

聞
通
信
の
自
由
、
労
働
者
団
結
権
、神
^
の
特
権
廃
止
、
 

修
身
、
歴
史
、
地
理
の
授
業
停
止
な
ど
指
令
o
市
川
正 

1

、
戸
坂
源
、
三
木
清
獄
死
〇
夕
張
、美
唄
炭
坑
ス
ト
、
 

京
成
電
鉄
労
働
者
管
理
、
読
売
労
組
経
営
参
加
権
獲
得 

〇
大
内
兵
衛
ら
七
教
授
東
大
に
復
帰
。

I 

,

0

ヤ
ル
タ
会
談
、
ポ
ツ
ダ
ム
会
談
。

...丨 

0

.
中
ソ
友
好
同
盟
条
約
締
結
•

〇

国
際
連
合
成
立
、
ユ
ネ
ス
コ
成
立
。

〇

世
界
労
速
パ
リ
に
結
成
。

〇

_
1ユ
ー
ル
ン
べ
ル
グ
国
際
軍
琳
裁
判
。
 

o

プ
レ
ト
ン
•
ゥ
ツ
プ
通
貨
協
定
調
印
。

(

東
南
ア)

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
国
、
.ヴ
ヱ
ト
ナ
ム
共
和
国
独
立
*
：
 

大

川I

司

-.
食
糧
経
済
の
理
論
と
計
測」

、

西
田
幾
多
郎r

哲
学
論
文
集 

第
六」

、
吉
田
精一

「

日
本
文
装
学
論
玫」

•

天
皇
神
格
否
定
、
G

H

Q公
職
追
放
、■
超
国
家
主
義
団 

体
解
散
、
教
育
改
革
な
ど
指
令
〇
野
坂
参
三
帰
国
〇
金 

融
緊
急
措
置
令
公
布
〇
労
働
組
合
法
ノ
労
働
関
係
調
整 

法
施
行
〇
婦
人
参
政
権
行
使
に
ょ
り
総
選
挙
o
吉
田
内 

間
成
立
〇
極
東
軍
事
裁
判
開
く
〇
経
済
安
定
本
部
、
物 

価
庁
発
足
〇
三
井
、
三
菱
、
安
田
■の
三
社
解
散
決
定
〇 

改
正
農
地
調
整
法
施
行
〇
新
円
切
替
、
傾
斜
生
産
方
針 

決
定
〇
日
本
，農
民
組
合
、
総
同
盟
、
産
別
結
成
、
食
糧 

メ
ー
デ
ー
開
か
れ
る
〇
読
売
、
毎
日
、
全
炭
九
州
北
海 

道
、
.都
労
連
、
■ -.
国
鉄
、
海
員
、
東
芝
、
全
官
公
■労
な
ど

9 4 7 年 （昭 和 2 2 年) 1 9 4 6  年

慶 四  
應矢月  
ジ、
ャ 通  
I 信 
ナ 教  
ル 育  
を 部  
慶， 關 
大 設  
新 へ
m わ
と が  
改 国  
称 で  
° の

塾

六 一 長  

月 任 . 月 退

m 潮 角
應 m  
ジ 江  
ヤ 次  
I 法 
ナ 学  
ル 部  
発 教  
刊 授

m
長
に

就 ，

i  ^  i  i  i

書 学 沢 沢 ®  

雑 と 論 論  

記 経 吉 吉 .
し 済 し の

文 ？ 9 令

5 勁 才 、 _

秋 草 文 P  
新 書 庫  

社 房 ヾ 慶

1 1

今？ ◊ 福 ◊
社 著 谓 解

会 ® 學 題

1 寡

史 者

|  §

和 新

木 し

I  I

書

店

ッ 丨 中 次 芦  

力 . 、 排 吉 田  

丨 公 除 田 . 民  

サ 務 検 内 社  

1 員 討 閣 国  

に 法 の 成 速  

指 改 た 立 立  

令 正 め 〇 内 

o 覚 米 極 閣  

産 書 五 東 成  
別 〇 人 軍 立  

民 米 委 琪 ' 

主 政 員 裁 昭  

化 府 来 判 電  

同 経 日 判 疑  

盟 済 o 決 獄  

結 九 マ o で  

成 原 ッ 経 倒  

o 則 力 済 れ  

官 を 丨 力 第  

公 マ サ 集 ニ

| l | o へ へ く 。g 党：坑 再 業 〇 育 ッ 新  
| 巧 | ◦ ル 悉 若 °結 、 国 開 協 労 基 ヵ 憲  

、 大 八 東 • 〇 成 民 家 、同 働 本 1 法  

道 郎 究 ？.上 I 家 〇 丰 管 復 組 基 法 サ 施  

宰 远 力 う T I 族 重 党 理 興 合 準 、 丨 行  
裔岱国、提 マ 有 制 税 結 法 金 法 法 学 ニ  、 

= 法 コ 噚 'で 华 度 に 成 成 融 、 、校 • 片  

う 晟 ミ タ ド 1 廃 '反 〇 立 金 商 独 教 一 山  
女 卒 ン . ク • 止 対 経 、庫 エ 占 育 ス 内  

経 £ こ $  J ° し 団 新 発 協 禁 法 . ト 閣  

S - w t l v て 速 物 足 同 止 公 禁 成  

盂 士 念 乓 S 衾 結 価 し 組 法 布 止 立  

系 f 国 成 体 て 合 、 、 へ o  

辦 久 て 中 o 系 傾 法 国 六 桌 公  

、雄 念 小 国 成 斜 公 家 • 蟹 職  

翬 远 | エ 鉄 立 生 布 公 三 策 追  

H  i  1 労 o 産 、務 • g 放  

十 资 、 者 組 国 開 民 員 三 g 拡  

ニ 案 T 大 、民 始 間 法 制 一 大  

n s g シ 盒 弓 協 〇 贸 、実 〇 〇  
本 の ザ 開 教 同 炭 易 農 施 教 マ

| | g g $ 0 〇 S

訳 5  口国
n こ 北 第 政 ン 速  
資 鮮 四 治 ド 安  
本 フ 人 共 協 ン 保  
論 ィ 民 和 商 国 理  
し リ 共 制 会 際 琪  
丁 ッ 和 窻 議 贸 会  
丄 ピ 国 法 、易成  
プ ン 成 可 内 会 立  
s  ' 立 決 戦 議 *
$ ビ • • 始 、
• ル ま 質  
マ る 易
独 ，機 
立 構 
. • 憲 

章 
を 
採 
択

小
泉
信
三
博
士
年
譜
お
ょ
び
著
作
目
録 

一
八
三

(

一
三
五
三)



1 9 4 8 年 （昭和 2 3 年)
「

改
訂
版
•
価
値
論
と
：̂
会
主
義」

小
石
川
書
房

r 

.

.

.

.

.
 

.

. 

.

.

.. 

.

.

.

.

.
 

.

. 

V
- 

. 

•
• 

•
.

:•
-
-
> 

V
;
. 

* 

: 

_
:'
,

昭 和 2 4 年)

束
宮
教
育
常
時
参
与
。

阿
^
準
蔵
を
婿
養
子
と
す
る
。

四

月

新

制

大

学

発

足
*

経
済
学
部
を
経
済
科
.
産
菜
科
に
一一

分
0 

必
修
科
0

は
経
济
科
は
経
済
原
論
.
一
般 

経
済
史•

経
済
思
想
史
.
経
済
政
策
•
研 

究
指
導(

各
四
堪
位)

、
産
業
科
は
経
済
原 

論
.一

般
経
済
史
.
金
融
経
済
学•

経
営 

経
済
学
.
研
究
指
導(

各
四
単
位)

と
す
o
 

驻
本
選
択
科
目
は
そ
れ
ぞ
れ
六
部
門
に
分 

け
、
各一

科
目
以
上
を
選
ば
せ
た
0
研
究 

会
を
や
め
、
研
究
指
導
を
設
け
、
半
年
間 

位
で
三

.
四
学
年
中
に
四
部
門
を
履
修
、
 

そ
れ
ぞ
れ
論
文
を
提
出
さ
せ
る
こ
と
に
し
. 

た
。

◊
著
爵

「

共
産
主
義
批
判
の
常
識」

新
潮
社

「

近
世
経
済
思
潮
概
観」

好
学
社 

0

1

.水
上
滝
太
郎
作
品
集「
旅
情」

I

八

四

(
1

三
五
四)

労
三
月
闘
争
、
全
遞
全
国
ス
ト
0
^
3
:
5
0

?に
ょ
り
禁
止
さ 

れ

る

、

全

運

、

国

鉄

非

.常

事

態

宣

言

〇

東

宝

争

議

始

ま
 

る
〇
電
産
ス
ト
〇
中
央
教
育
復
興
会
議
成
立
、
最
初
の 

教
育
委
員
選
挙
行
な
わ
れ
る
〇
学
術
会
議
創
立
o
全
学 

連
結
成
大
会
。

(

米)

マ
ー
シ
ヤ
ル
プ
ラ
ン
発
足
。

(

独)

ベ
ル
リ
ン
封
鎖
。

(

鮮)

朝
鮮
人
民
共
和
国
樹
立
。

(

印)

ガ
ン
ジ~

暗
殺•

(

中)

解
放
軍
北
京
へ
無
血
入
拔
0 

大
熊
信
行「

戦
争
货
任
論」

小
京
明「

ケ
イ
ン
ズ
::
般

理

論

』」

*
毎

日

新 

聞

-1
占
領
秘
録」

、
.平
野
義
太
郎「

プ
ル
ジ
ョ
ア
民
主
主
義
革
命」

、

一
橋 

新
聞「

経
済
学
研
究
の
栗」

、
高
橋
諛
一
郎
~-
»経
済
学
史
略
1-
、
平
井
新「

近 

代
&
想
史」

宇
野
弘
蔵「

脑
値
論J

、

太
田
可
夫「

イ
ギ
リ
ス
社
会
哲
学
. 

の
成
立」

、
山
田
勝
次
郎
*1
地
代
論
論
爭
批
判」

、
高
木
藓
ー「

近
世
財
政 

思
想
史/

 

.高
村
象
平「

一

般
経
済
史(

古

代

，
中

世

)

|_
、
藤
田
.五
郎「

日 

本

-i
f
f代
産
業
の
形
成」

、
堀
江
英一

-I
近
代
産
業
史
研
究」

*

総
選
挙
で
民
自
党
大
勝
、
共
産
党
進
出
、
第
三
次
吉
田 

内
閣
成
立
0
K-
ッ
ジ
公
使
、
.シ
ャ
ウ
プ
税
制
改
革
調
查 

団
来
日
〇
行
政
整
理
、'
定
員
法
成
立
、
労
働
組
合
法
、
 

労
働
関
係
調
整
法
改
正
O

G

H

Q国
鉄
ス
ト
即
時
中
止
.
 

を
命
令
o
国
鉄
首
切
り
〇
地
域
人
民
闘
争
激
化
、
ス
ト 

増
大
〇
下
山
事
件
、.
三
縢
事
件
、松
川
^
件
、平
事
件
o 

日
独
通
商
協
定
、
日
英
通
商
協
定
調
印
、
通
商
苒
開
〇 

単

一

為
替
1/
.
丨
ト
設
立
〇
新
産
別
結
成
〇
団
体
等
規
制 

令
い
人
事
院
規
則
制
定
0
農
地
委
員
選
举
〇
イ
ー
ル
.ズ 

反
共
演
説
〇
湯
川
秀
樹
ノ
ー
べ
ル
賞
受
賞
〇
前
進
座
共 

產
党
へ
集
団
入
党
〇
東
京
都
公
安
条
例
反
対
デ
モ
で
死 

傷
事
件
。

.

〇

北
大
西
洋
条
約
調
印
。

1 9  5 0 年 （昭 和 2 5 年) 年9491
X

(

ソ)

.
コ

メ

コ

ン

設

置

•
(

米)

ポ

イ
シ
ト
.
フ
ォ
ア
.
プ
ロ
グ
ラ
ム
提
唱•

(

英)

ポ
ン
ド
三
割
切
下
げ
•

，(

独)

.ド
イ
ツ
速
邦
共
和
固
、
ド
イ
ツ
人
坭
共
和
国
成
立
*

(

中)

中
共
軍
北
京
、
南
京
入
城
、
中
華
人
段
共
和
！

E

成
立
、
国
#
合 

湾
に
移
転
。

山

田

男「

計
贽
経
済
学
の
迤
本
問
翅」

、

山

田

雄

三「

国
民
.所
得
の
計
画 

理
論」

、
名
和
統
一
，「

国
際
価
値
論
研
究」

、
五

岛

茂「

イ
ギ
リ
ス
産
業
革 

命
史
研
究」

、
中
山
伊
知
郎「

資
本
の
理
論」

、
遊
部
久
蔵「

価
値
論
爭
史」

、
 

千

種

義

人「

厚
生
経
済
学
の
理
靜
、

小

池

茁

之「
農
栗
近
代
化
の
理 

論」

、
.上
原
堞
禄

-!
独
逸
，中
世
の
社
会
と
経
済
/

信
夫
淸
三
郎「

マ
ニ
ユ 

プ
ア
ダ
チ
ュ
ア
論」

' 

枴
西
光
速「

日
本
に
於
け
る
産
業
資
本
の
形
成」

。

池
田
成
彬
死
去
。

■

:

.

,

一
月
熟
監
局
に
部
課
制
を
布
く

•

九
月
旧
制
火
学
最
後
の
卒
架
生
を
送
る
。
 

I

二
月
元
塾
長
林
毅
险
坨
死
去
。

◊
著
迸

「

読
書
論」

(

岩
波
新
書)

岩
波
書
店 

「

私
と
マ
ル
ク
シ
ズ

ム
、

共
産
主
義
批
㈣」

文
芸
春
秋 

新
社

「

今
の
日
本」

慶
友
社

朝
鮮
動
乱
〇
金
詰
ま
り
に
.ょ
り
中
小
企
業
危
機
o

m 

.産
、.
全
炭
、..全
鉱
連
な
ど
ス
.
ト

.〇
コ
ミ
ン
.フ
ォ
ル
ム
野 

.坂
迎
論
批
判
ノ
主
流
派
と
国
際
派
対
立
O

G

H

Q、
共 

産
党
追
放
、
ア
ヵ
ハ
タ
発
行
停
止
o
新
聞
、
放
送
*
通 

信
、
民
間
産
業
、
政
府
機
関
、
地
方
自
治
休
、
教
職
員 

レ
ッ
ド•

パ
ー
ジ
〇
農
地
改
单
打
切
り
〇
警
察
予
備
隊 

創
設
、
海
上
保
安
庁
強
化
〇
追
放
者
一
万
名
を
解
除
〇 

イ
ー
ル
ズ
事
件
〇
都
公
安
条
例
反
対
大
会
◦
総
評
結 

成
"
全
労
連
解
散
さ
れ
幹
部
追
放
〇
第
二
次
シ
ャ
ゥ
プ 

勧
告
案
発
表
〇
吉
田
首
相
、
南
原
氏
の
全
面
講
和
論
を 

曲
学
阿
世
と
攻
撃
〇
学
術
会
議
、
戦
争
の
た
め
の
科
学 

を
行
わ
な
い
こ
と
を
決
議
〇
全
学
連
ス
ト
。

：

.

(

米)

K
ル
ー
マ
ン
水
煜
製
造
命
令
、
炭
鉱
ス
ト
に
タ
.
ハ
法
。

0

ス
'ト
ツ
ク
ホ
ル
ム
.
.
♦
.
ア
ピ
I
ル
4

:(

英)

中
国
を
承
認
"
労
働
党
少
差
で
勝
つ•

(

ソ)

第
五
次
五
力
年
計
画
舒
手
、
中
ソ
同
盟
相
互
接
助
条
約
*

(

イ
シ
ド
ネ
シ
ア)

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
国
発
足
。

(

中)

中
共
義
勇
軍
朝
鮮
派
兵
，

■

赤
松
要「

世
界
経
済
の
構
造
と
原
-f
f
l

」

、
末
永
隆
甫
-.
英
国
近
代
経
済
学 

序
韻」

.
.'
岸
本
英
太
郎
.

「

日
本
嘴
慟
運
動
史J

、

大
河
内一

男

「

経
済
思
想

小
泉
信
三
博
士
年
譜
お
よ
び
著
作
目
録

八

五

(

一
三
五
五)



(昭 和 2 7 年) 1 9 5 1 年 (昭和 2 6 年)

麻
布
広
尾
町
へ
移
転
。

社
団
法
人
福
沢
論
吉
著
作
編
貘
会
理 

•事
長
。

二
月
藤
林
敬
三
教
授
経
済
学
部
長
と
な 

る
。

四
月
新
制
大
学
院
卯
設
。

経
济
科
.
遊
栗
科
の
区
別
を
や
め
、
研
究 

指
導
を
や
め
、
研
究
会
を
復
活
し
た
0
必 

侈
科
目
は
経
济
原
論
.
一
般
経
済
史
.
英 

谣

講

読

(

各
四
単
位)

の
み
と
し
、
基
本 

選
択
第
一
部
と
し
て
六
部
門
を
設
け
、
第 

二
部
を
研
究
会(

八
坩
位)

ド
イ
ツ
®
、
 

フ
ヲ
ン
ス
書
講
読
と
し
た
*

因
嶎
館
学
科
開
設
•

0
1

「

共
産
主
義
と
人
間
尊
重」

文
芸
春
秋
新
社 

「

私
の
愛
読
し
た
作
家—

文
学
と
経
済
学—

」

.啓
明
社 

.

「

マ
ル
ク
ス
死
後
五
十
年」

角
川
文
庫 

，

「

私
の
信
条」

(

岩
波
新
書
、
安
倍
能
成
、
志
賀
直
哉
ら 

と
共
著)

岩
波
書
店

◊
絹
基

水
上
滝
太
郎「

貝
殼
追
放」

抄

•
市
民
文
庫
42

河
出 

書

房

. 

.

マ
ッ
ヵ
ー
サ
'
I解
任
〇
平
和
擁
護
、
単
独
講
和
洱
軍
備 

反
対
運
動
高
ま
る
〇
社
会
党
、
平
和
三
原
則
〇
四
九
力 

国
と
講
和
条
約
調
印
、
安
保
条
約
調
印
0
政
府
、
財
閥 

解
体
完
了
を
発
表
〇
炭
労
ス
ト
〇
マ
リ
ク
停
戦
提
案
、
 

平
和
恐
慌
〇
第I

一
次
追
放
解
除
、
ポ
ッ
ダ
ム
政
令
西
藩 

1:
許
可
〇
警
察
法
改
正
〇
社
会
党
分
裂
〇
電
産
、:'
電
源 

ス
ト
〇
鉄
鋼
労
連
結
成
〇
共
産
党
新
綱
領
採
択
。

(

ソ)

対
日
講
和
条
約
に
調
印
せ
ず
。

(

印)

"

不
参
加
.•

(

鮮)

休
戦
会
談
始
ま
る
。

〇

世
界
平
和
評
議
会
、
日
独
の
W
軍
備
反
対
決
謎
*

新
庄
博「

金
融
論
/

栗
原
百
寿
.「

現
代
R
本
農
業
錕
.
,、
火
河
内|

切 

「

社
会
思
想
史」

、
新
明
正
道「

社
会
学
史」

、
大

月「

マ
ル
ク
ス=

エ
ン 

ゲ
ル
ス
選
集」

、
宇
野
弘
蔵「

経
済
原
論
,-
,
千
種
義
人「

資
本
主
義
の
将 

来
/

羽
原
又
吉「

日
本
漁
業
経
済
史」

。

キ
リ
ス
ト
教
の
洗
礼
を
受
け
る
。
教 

名
ナ
タ
ナ
エ
ル
。

◊
著

迸

、
.

.

.

「

平
和
論」

文
芸
泰
秋
新
社 

「

近
代
経
済
思
想
史j 

(

既
刊
の「
近
代
経
済
思
潮
概 

観」

改
題)

慶
応
通
信 

.

「

朝
の
思
想」

雲
井
書
店 

「

改
訂
版•

初
学
経
済
原
論」

「

福
沢
論
吉
—

< 
と
書
翰
丨 

創
文
社

「

改
訂
•
経
済
学
及
び
課
税
の
原
理」

上
下
、

(

岩
波 

文
庳)

岩
波
書
店

泉
文
堂
.

—
J 

(

東
東
創
元
文
庫)

日
米
行
政
協
定
調
印
o
破
防
法
提
案
、
反
対
闘
爭
激 

化
、
学
術
会
議
、
破
防
法
反
対
声
明
ゼ
ネ
ス
ト
o 
メ
ー 

デ
ー
事
件
、
吹
田
_
件
、
東
大
事
件
、
早
大
事
件• 

s
.
 

鳥
事
件
O

G

H

Q兵
器
製
造
許
可
〇
破
防
法
成
立
、
公 

安
調
査
庁
発
足
、
，保
安
庁
発
足
、
警
察
予
備
隊
増
強
し 

て
保
安
隊
と
改
称
〇
電
産
、
炭
労
ス
ト
〇
0
印
平
和
糸 

約
調
印
〇
第
四
次
吉
田
内
閣
成
立
〇
池
田
通
産
相
失 

言
。
.
.

(
米)

ダ
レ
ス
捲
き
返
し
政
策
を
提
唱
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
火
統
領
に 

な
る
、
水
煤
実
験
成
功
*

一
八
六(

一
三
五
六)

史」

、
小
林
好
.「

フ
リ
ー
ド
.リ
ツ
ヒ
‘ 

9ス
ト
研
究」

、
讶
山
秀
夫「

マ
ッ 

ク
ス

•
ゥ
ヱ
ー
バ
，丨
の
'社
会
理
論」

、.杉
本
栄
一「

近
代
経
済
学
の
解
.明
/ 

千
種
義
人「

計
画
経
済
概
論
/ 

'
遊
郃
久
蔵
-»
肺
値
論
と
史
的
唯
物
論
/ 

山
本
登「

世
界
経
済
論」

、
唯
研「

西
洋
近
世
哲
学
史」

、
商
岛
賴「

ス
ミ 

ス
国
富
論
講
義
/

.

.

1 9  5 3 年 （昭 和 2 8 年） 1 9 5 2 年

渡 
誉米 
文し 
学て 
博コ 
士 ロ 
のン 
学ビ 

■位ァ 
を大 
受学 
けよ 
るり 
。名

イ
一 カ ス べ へ 席 ギ

なo をエノレ。のリ 
る•月廻丨ギのたス 
奥 つ デ 丨 ち め 女  
卯 て ン 、フ 、モ
罢 帰 、ス。乞妻戴  
裔 国 ス 7 と冠 
§ °イイス、共式 
1 ス、'くイにを

1 ァ ド タ ン 妻
f 5 ィ リ K 李
f リッ、ァ、v m

外著 
遊齒 
日 
記

春
秋
新
社

i  m ¥  ^  S
代 和 生 学 进  
随 文 の と  
想 学 心 私  
全全がし
集 集 け 拦  

6、2ぐし靈

小 小 茎 |
泉 泉 i
fi ®  I  

1 S |

-

東角 
京川
創書

、 3C店
社

近 〇 護 水 〇 M
江 憲 法 爆 デ S 
絹 法 、実 フ A 
糸 擁 防 験 レ 調  
- ' 護衛  ' 政印 
証 国 ニ 福 策 発  
券 民 法 竜 〇 効 
取 連 成 丸 造 〇 
引 合 立 被 船 学  
所 結 、災 疑 術  
ふ 成 防 〇 獄会  
1 〇 衛 教 、議 
f 尼 庁 育 指 、 
芡、崎 設 ニ 揮 水  
長 製 置 法 権 爆  
崎 鋼 、 、発実 
製 H' 自 防 動 験  
鋼 ^ 衛 衛 O 中 
な S 隊 秘 ビ 止  
ど票 - 発密キ声 
ス閲、足 保 ； 明

市三序？1 春S n ハ^ ス 川 対 訂 S 反第 
日'运“ ， _ 〇悉 ど よ 崎 で p 全 ぎ 五  
本代曾価西主—— ン O ス 印 交 飼 次  

i s 要 ニ 神 ト 〇 渉 争 吉  
S l - o l l i l - i x  t ク 戸 o 軍 o 強田 
近思J研思•■経ン、リ ソ 製 ス 人 朝 ま 内
岱 萝 シ ぎ 繫 丁 绫 ン 鋼 ト 恩 鮮 る 閣  
莰 砰 来 . 、規 給 休 o 成
近m i l 内1 、'ノ 政 マ 日 帝 制 復 戦 池 立
虐罢赁賛^ 中f 、石 法 活 協 田 o  
轚郎、雄8 出坦足•義 - 保 、成 〇 定 • 内 

n 。フ 安 全 立 総 調 ロ 灘
H ® 匿_ _  i 复 T畓 隊 日 〇 砰 印 バ 使

f | f  H  S  K I  y i
g-lE増夢I f  強 井 緩 規 行 ン 、 

笥 田 杉 棼 夫 • 調 鉱 和 制 政 会 軍  
逼 士 気 奪 。山 〇 法 協 談 事  

.箄今\ m な 昭 案 定 O 基 
金健都マ中H • ど 電 反 改 M 地

論発の思井 
S 達解想上y o g  

史明史•a  & 
、•■、研 小 N 
.50T究此反A 李 
少Liし、木y t 承 
髮出パ、• ッO 晚 
童g 銮鈴ジ欧ラ 
.病径昇木ウ州イ 
j g 开つェ軍ン

靈 _ 顯
褰麥_ 本 •西

_  ! 
、象霞1*，.加

f 、出 §
寿 メ 理 真 • ■ 
―リ論男 
-1力社1 
現資つB
代本資本 
財主本政 
政義論治

小
泉
信
三
博
士
年
譜
お
ょ
び
著
作
目
録 

一
八
七(

二
一
一
五
七

)



1 9 5 4 年 （昭和 2[9 年)

一
八
八(

1

三
五
八)

ト
〇
日
本•

ビ
ル
マ
平
和
条
約
、
経
済
協
定
調
印
〇
鳩 

山
内
閣
成
立
。

(

東
南
ア)

ジ
ュ
ネ
I
プ
会
議
、
イ
ン
.ド
シ
ナ
停
轶
、

S

E

A

T

O

N

織
•

.

.

.

藤

田
.
伊

東

辑

「

中
小
工
業
の
本
質」

、

川

口

弘「

ケ
イ
ン
ズ
経
済
学
研 

究/

高
橋
饱
吉
.「

大
正
昭
和
財
界
変
動
史」

*

小
松
芳
裔「

英
国
資
本
主 

義
の
歩
み」

、
大

川一

司

1
農
業
の
動
態
分
析」

、
大

内

力
-»
農
業
恐
慌
/ 

横
越
英
ー「

ハ
ロ
ル
ド
•
ラ
ス
キ
研
究/

「

社
会
学
大
系」

、
水
田
洋「

近 

代
人
の
形
成」

、
高
木
寿一

「

近
代
国
家
財
政
の
理
論」

、
宇
野
弘
蔵「

経 

済
政
策
論
/

楫
西
光
速
.「

日
本
資
本
主
義
発
達
史J

、

高
村
象
平「

西
洋 

経
済
史J、

野
々
村
一
雄「

ソ
ヴ
r

ト
柽
済
論
'-
,

市
村
萁
ー「

経
済
循 

琼
の
構
造」

、
堀
江
英
.一「

明
治
維
新
の
社
会
構
造」

、
久
留
間
♦
玉
野
井 

「

径
济
学
史J

、

占
部
都
美「

近
代
経
営
学」

、
山
田
雄
三「

日
本
経
済
の
計 

画
論
的
考
察」

、

古

島
•
永

原

-1
商
品
生
産
と
寄
生
地
主
制」

、

関
嘉
彦 

「

英
国
労
働
党
の
社
会
主
義
政
策」

、

桑
原
辐
.r

フ
ラ
ン
ス
百
科
全
省
の 

研
究」

.

-■v
^
v
i
-
w

;*
s*
-
v
v
-
-.
l，'*
.--
i
<7'*
'-
_
/
*
f
i
#
!
w
^
;
'
>
^
*
v

.s
*.-
l,v.
:'
-
¥
^
;
.l
J>-
,'
i
>
-
;
T
J
;

',
»
;
^
v

ij
高
村
象
平
教
授
経
済
学
部
長
と
な

9 5 5 年 （昭 和 3 0 年:

る

◊
著
書

「

国
を
思
ふ
心」

文
芸
春
秋
新
社 

「

福
沢
論
吉
—

< 
と
書
翰——

し
 

潮
社

「

現
代
人
物
論—
現
代
史
に
生
き
る
人
々

書)

角
川
書
店

「

遺
児
の
皆
さ
ん
へ」

神
奈
川
県
遺
族
連
合
会

「

社
会
思
想
問
題
に
つ
い
て」
-日
本
経
営
者
団
体
連
盟 

事
務
局

(

新
潮
文
庫)

新

(

角
川
新

第
二
次
鳩
山
内
閣
成
立
〇
日
本
生
産
性
本
部
成
立
〇
日 

ソ
交
渉
始
ま
る
〇
第
一
回
原
水
爆
禁
止
大
会(

広d?) 

o 

北
富
士
演
習
場
問
題
o
オ
ネ
ス
ト
ジ
ョ
ン
持

込

み

o

砂
' 

川
事
件
o
社
会
党
統
一
、
共
産
党
六
全
協
〇
民
主
党
自
 

由
党
合
同
し
て
三
次
鳩
山
内
閣
〇
日
中
質
易
協
定
調 

印
〇
総
！評
、
中
小
企
業
労
働
者
組
織
化
の
方
針
出
す
〇 

全
ビ
ー
ル
、
全
織
、
紡
綿
、
大
阪
証
券
ス
ト
〇
民
主
党 

「

ぅ
れ
ぅ
べ
き
教
科
書
の
問
題
|_
配
布
〇
徳
田
共
産
党 

書
記
長
死
亡
発
表
。

〇

バ
ン
ド
ン
会
議
。
 

o

ジ
ユ
'ネー

プ
会
議
*

0

ワ
ル
シ
ャ
ワ
条
約
*

森
島
通
夫「

資
本
主
義
経
済
の
変
動
理
論」

、
遠
山
、.
今
井
，藤
原「

昭
和 

史/

 

.遊
部
久
蔵「

古
典
派
経
済
学
と
マ
ル
ク
ス」

、
大
河
内
.
隅

谷

「

日
. 

本
の
労
樹
者
階
級」

、
川
田
寿
-I
ア
メ
リ
カ
労
働
運
動
史/

秦
玄
龍「

ィ 

ギ

リ

ス
.
3
1
マ
ン
の
研
究」

、

平
澦
已
之
吉「

経
済
学
の
古
典
と
近 

代」
、
安
井
琢
磨「

均
街
分
析
の
莪
本
問
題
/

白

杉

庄

一

郎

-»
価

値

の

里

1 9  5 6 年 （昭 和 3 1 年)

慶
応
義
塾
大
学
名
誉
教
授
と
な
る
。
 

塾
学
事
顧
問
に
就
任
。

一
月
大
学
教
育
管
理
を
熟
役
か
ら
分
離
し 

て
学
丧
制
を
設
け
、
奥
弁
復
太
郎
経
済
学 

部
長
が
学
長
に
就
任
。

六
月
塾
设
改
遇
に
初
め
て
公
選
制
を
採 

用
、
奥
井(

経)

、
阿
部(

医)

、
野
村(

経) 

の
三
名
に
つ
き
最
終
投
票
を
行
な
っ
た
結 

衆
、
奥
井
復
太
郎
教
授
が
塾
長
に
就
任
• 

従
前
の
学
長
を
塾
提
に
統
合
•

四
月
商
学
部
を
設
©
•
学
部
设
に
は
金
原 

賢
之
助
元
経
济
学
部
長
が
就
任
*

科
目
改
正
I
現
行
の
も
の
に
移
る
。

1

o
月
赤
尼
琢
磨
教
授
枉
济
学
部
長
に
就 

任
*

論」

、「

マ
ス♦ n 

i
 
ニ
ヶ
ー
シ
ョ
ン
講
座
/
田
中
惣
五
郎「

幸
徳
秋
水」

、
 

久
保
田
明
光
-1
ヶ
ネ
ー
研
究」
、
今
野
源
八
郎
->
道
路
交
通
政
策」

、
平
田 

富
太
郎「

社
会
政
策
論
研
究」
、
石
渡
貞
雄「

農
民
分
解
論
/
古
島
敏
雄 

「

日
沐
林
野
制
度
の
研
究」

、
今
井
.
八
木
*-
>封
建
社
会
の
換
村
構
造
/
山 

極
圭
司「

木
下
尚
江」

、
武
田
•遠
藤
•
大
内「

近
代
財
政
の
理
靜
、
森 

田
優
三
■
■経
済
変
動
の
統
計
的
分
析
法」
、
木
下
和
夫「

国
民
所
得
分
析」

、
 

平
竹
伝
三「

ソ
ヴ
ィH

ト
择
済
強
展
の
.分
折」
。

日
ソ
.交
渉
再
開
、
.漁
|^
条
約
、国
交
回
復
共
同
宣
言
、通 

商
議
定
書
調
印
〇
小
選
挙
区
法
案
上
程
、
審
議
未
了
〇 

矢
内
原
策
大
総
長
ら
新
教
委•

教

科

書

法

案

に

.
反

対

声
 

明
，〇
新
教
育
委
員
会
法
混
乱
の
末
通
過
〇
憲
法
調
迤 

会
、
国
防
会
議
発
足O

砂
川
測
量
強
行
、
警
官
隊
と
地 

元
側
衝
突
〇
日
比
賠
償
、
，経
済
開
発
協
定
仮
調
印
〇
売 

春
禁
止
法
成
立
〇
石
橋
内
閣
成
立
〇
国
連
加
盟
〇
三
菱 

重
工
、
全
駐
労
、
鉄
鋼
労
速
、
国
鉄
ス
ト
〇
原
子
力
委 

員
会
発
足
〇
共
産
党
平
和
革
命
を
強
調
。

(

米)

ダ

レ

ス
瀬
戸
際
政
策
を
発
表
、
ェ
ニ
ゥH

ト
ッ
ク
で
核
実
験• 

(

ソ)

第
六
次
五
ヶ
年
計
画
、
コ
ミ
ン
フ
ォ
ル
ム
解
散• 

o

ナ
セ
ル
、
大
統
領
と
な
り
ス
ェ
ズ
運
河
国
有
化
宣
言
、
ィ
ス
ラ
ェ 

-

ル
、
英
仏
軍
ェ
ジ
プ
ト
攻
荦
。

：

0

ホー

ラ
ン
ド
、
ハ
ン
ガ
リ
I
辦
件

*

高

橋

長

太

郎
-1

国
民
所
得」

、
鉛

田

享

ニ「

法
思
想
史
/

丸

山

典

扔「

現 

代
政
治
の
思
想
と
行
動
/

捧

本
•

都

留

掲

「

近
代
経
済
学
批
判
講
座」

、
 

岩

波

講

座「

現
代
思
想
/

河

出

「

経
済
学
説
全
集」

、
気

賀

健

三「

社
会 

的
進
歩
の
原
理」

、
岸
本
英
太
郎 
'

「

窮
乏
化
法
則
と
社
会
政
策/

岡
稔「

ソ 

ヴ

H

ト

エ

粟

生

産

の

分

叭」

、

穂

群

文

雄

「

英
国
産
業
革
命
史
の
一
断 

面」

、
長

守

善

「

経
済
政
策
の
理
論」

、
山

岡
.

木

原

「

封
速
社
会
の
驻
本 

法
則
!-
_
、
武

藤

光

朗「

経
済
倫
理」

。

岸
内
閣
成
立
、
右
翼
進
出
〇
勤
務
評
定
反
対
運
動
o
文 

部
省
、
道
徳
教
育
を
義
務
制
と
す
る
た
め
施
行
規
則
改 

正
〇
国
連
安
保
理
事
会
非
常
任
理
來
国
と
な
る
〇
日
ソ 

通
商
条
約
、
対
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
平
和
条
約
、

賠
f»
協

小
泉
信
三
博
士
年
譜
お
よ
び
著
作
目
録

八
九
.(

一
三
五
九)



1 9 5 7 年 （昭 和 3 2 年)

慶
應
義
塾
評
議
員
会
議
長
と
な
る
。

一
一
月
削
立
百
年
記
念
式
典

•

1
1

月
教
職
員

一
1

o

名
が
聱
職
法
に
反 

.
対
声
明
•

9 5 8 年 （昭 和 3 3 年)

◊
著
进

「
朝
の
机j

新
潮
社
.-

◊
監
修

「

福
沢
論
吉
全
集」

全
ニ
一 

巻
の
刊
行
始
ま
る
、

「

小
泉
信
三
選
集」

全
五
卷
文
芸
春
秋
新
社

1

九
〇

(
一

三
六
〇)

定
、
第
四
次
日
中
質
易
協
定
調
印
o
参
院
水
爆
実
験
禁 

止
決
議
〇
中
小
企
業
団
体
法
成
立
o
不
況
、：
総
評
全
国 

で
実
力
行
使
〇
ジ
ラ
I
ド
裁
判
〇
ネ
ル
ー
首
相
来
日
〇 

社
会
党
訪
中
使
節
団
、
.二

つ

.

.
の

中

国

を

認

め

ぬ

声

明

〇 

国
鉄
新
潟
闘
争
。

(

ソ)

人H

衛
星
打
上
げ
成
功
、

フ
ル
シ
チ
3
フ
首
相
と
な
る
•：

(

仏)

ド
ゴ
ー
ル
内
閣
成
立
* 

.

〇

E

E

C

,
ユ
ー
ラ
ト
ム
設
立
条
約
調
印
.

(

エ)

ス
エ
ズ
運
河
西
開
。

有
沢
：

g
「

現
代
日
本
資
本
主
義
体
系」

' 

遠

山
•■山

崎
•
大
井
®

「

近
代 

日
本
思
想
史」

、
新

潮

社「

マ
ル
ク
ス
‘

ヱ
ン
ゲ
ル
ス
選
集
/

伊
東
岱
吉 

「

中
小
企
業
論
/

小
池
基
之「

地
主
制
の
研
究」

、
山

崎

功
-I
ィ
タ
リ
ア
社 

会
運
動
史J

、

関
山
直
太
郎「

近
世
日
本
の
入
卩
構
造
/

杉
原
四
郎「

ミ 

ル
と
マ
ル
ク
ス

/

庄
司
吉
之
助「

米
騒
動
の
研
究」

•

第
二
次
岸
内
閣
成
立
、
安
保
改
訂
交
渉
始
ま
る
o
長
崎 

で
中
国
国
旗
事
件
〇
売
春
禁
止
法
施
行
◦
文
部
省
、
道 

徳
教
育
を
義
務
制
に
.〇
総
評
、
春
季
闘
争
o
勤
評
反
対 

運
動
、
道
徳
教
育
講
習
会
各
地
で
警
官
と
衝
突
〇
政
府 

警
職
法
を
国
会
提
出
、
抗
議
運
動
高
ま
っ
て
審
議
未
了 

〇
炭
労
、
王
子
製
紙
な
ど
争
議
。

(

ソ)

最
高
会
議
、
核
実
験
を

一
方
的
に
停
止
決
_
<,

(

ア)

ア
ル
ジH

リ
ア
琪
件
*

(

仏)

ド
ゴ
ー
ル
内
閣
成
立
*

(

米)

人
工
衛
a
打
上
げ
。

(
H

)

ア
ラ
ブ
連
合
共
和
国
成
立
* 

.

(

中)

金
門
島
砲
輅
>

水
田
洋
他「

ィ
ギ
y

ス
革
命
/「

講
座
近
代
思
想
史」

、
古
在
•
井
汲
•村
田
，
 

長

洲

「

現
代
マ
ル
ク
ス
主
義/

三
枝

博

音「

西
欧
化
日
本
の
研
究
1-
,

有 

沢
、
小
椋
、
都

留

他「

現
代
資
本
主
義
講
座」

、
黑
川
佼
攝
-.
最
低
賃
金
制 

論」

、
木

下
•
藤

田
•
揺

本

-»
現
代
財
政
政
策
の
理
論
/

石

上

良

平->
英 

国
社
会
思
想
史
研
究
/

林

栄

夫「

戦

後

日

本

の

租

税

構

造
,-
.

安
藤
精
一 

「

近
世
在
方
商
業
の
.研
究
/

住
谷
悦
治
-,
日
本
経
済
学
史/

ね
づ
.ま
さ 

し
「

批
判
日
本
現
代
殳
I-
、
武
山
泰
雄「

7
メ
リ
力
資
本
主
義
の
構
造」

、

(昭 和 3 5 年) 9 5 9 年 （昭 和 3 4 年)

田
中
惣
五
郎
ー
吉
野
作
造」
、
飯
田
勝
-T

ィ
ギ
9 K

労
拗
運
動
の
生
成
/
 

竹
内
良
知
.「

昭
和
思
想
史/

「
現
代
資
本
主
義
講
座」

、
近
藤
康
3J「

ロ
本 

農
業
の
経
済
分
析
/
 

-

文
化
勲
章
受
け
る
。
皇
太
子
結
婚
。

1

月
金
原
贤
之
助
商
学
部
長
死
去

•

五
月
三
田
南

.

西
両
校
舎
完
成

*

六
月
慶
應
義
塾
労
働
組
合
結
成

•

九
月
産
業
研
究
所
開
設

•

1

0

月
小
岛
栄
次
教
授
経
済
学
部
長
に
就 

任
*

皇
太
子
夫
妻
の
随
員
と
し
て
渡
米
。

六
月
熟
丧
改
選

(

各
学
部
侮
に
候
補
渚
と 

学
部
代
表
推
聪
人
を
選
出
し
、
推
薦
人
が 

評
議
会
代
表
と
諮
っ
て
決
定
 y

商
村
象 

平
教
授
塾
丧
と
な
る
*

六
月
一
一
日
に
.安
保
間
題
で
教
員
の
集 

会
、
デ
モ
行
進
行
わ
れ
る
* 

.

六
月
野
村
诹
太
郎
教
授
死
去

•

◊
著
書

「

小
泉
信
三
集」

(

私
た
ち
は
ど
ぅ
生
き
る
か
7)

ポ 

プ
ラ
社

「

小
泉
信
三
集」

(

現
代
知
性
全
集
11)

日
本
書
房 

「

こ
の
一
年」

文
芸
春
秋
新
社

苋
京
地
裁
米
軍
駐
留
違
憲
判
決
0
最
貨
法
成
立
〇
浅
沼 

訪
中
団
共
同
声
明
〇
社
会
党
西
尾
派
分
離
〇
参
院
、
防 

衛
ニ
法
強
行
成
立
〇
第
三
次
岸
内
閣
成
立
0
北
鮮
帰
還 

始
ま
る
〇
安
保
改
定
阻
止
国
民
会
議
結
成
、
安
保
反
対 

運
動
高
ま
る
o
主
婦
と
生
活
、
三
池
、
全
織
、
炭
労
ス 

ト
〇
皇
太
子
結
婚
〇
右
.翼
愛
国
者
懇
談
会
に
結
集
〇
サ 

イ
ド
ワ
イ
ン
ダ
ー
持
込
み
。

0

米
ソ
首
脳
会
談
、
フ
ル
シ
チ
ョ
フ

3
胄
で
完
全
軍
縮
演
罾
。

(

キ)

キ
ユー

バ
苹
命
。
 

.

(

中)

中
印
国
境
紛
争
•

(

独)

西
独
社
民
党
右
傾
。
：

梢
田
•
小
松
•
高
村
.
矢
ロ
榻「

社
会
経
済
史
大
系」

、
筑
摩「

講
座
現
代 

倫
理
/

松
下
圭一

「

市
段
政
啟
理
論
の
形
成
/

筑
摩「

近
代
日
本
思
想 

史
講
座」

、
慶
大
経
済
学
会「

日
本
に
お
け
る
経
済
学
の
百
年」

、
桑
原
編 

-*
フ
ラ
ン
ス
茁
命
の
研
究」

、
部
留
擬「

現
代
資
本
主
義
の
再
换
討J、

遊
部 

久

蔵「

资
本
論
研
究
史/

「

現
代
資
本
主
義
講
座」

、
宇
野
弘
蔵
->
マ
ル
ク 

ス
経
済
学
原
論
の
研
究」

、「

恐
慌
論
講
座
/

長
渊一

ニ

-»
現
代
マ
ル
ク 

ス
主
義
論
/ 

.
古
谷
弘
.「

現
代
経
济
学
の
莊
本
問
題」

、
坩
田
四
郎
-1
西
洋 

封
建
社
会
成
立
期
の
研
兇」

、「

明
治
雄
新
史
研
究
講
座」

*

◊
著
軎 

.

「

河
流」

新
潮
社
..

「

新
安
保
条
約
は
旧
条
約
に
優
る」

(

日

本

学

術

文

化

叢
 

書
別
冊)

日
本
文
化
連
合
会
事
務
局

「

一
日

本
人
と
し

て」
(

自
衛
隊
教
養
文
庫
第
三)

学 

陽

書

房

■

小
泉
信
三
博
士
年
譜
お
よ
び
著
作
目
録

羽
田
事
件
〇
三
井
三
池
ス
ト
、
藤
林
あ
っ
せ
ん
案
拒
西 

o
安
保
改
訂
調
印
、
安
保
国
会
に
対
し
空
前
の
請
願
運 

動
0

会
期
延
長
抜
き
ぅ
ち
議
決
、.

「

rr
.安
保
強
行
採
決
、
 

連
日
国
会
、
米
大
使
館
へ
坑
議
デ
モ
、
学
者
文
化
人
三 

千
人
国
会
行
進
〇

ハ
ガ
チ
ー
事
件
〇
六
•
'

1

五
事
件
、
 

樺
美
智
子
死
〇
ア
イ
ク
訪
日
阻
止
〇
岸
退
陣
o
浅
沼
委 

員
長
刺
殺
さ
る
〇
三
井
三
池
争
議
終
結
〇
勤
評
神
奈
川 

方
式o

池
田
低
姿
勢
内
閣
、
所
得
倍
増
政
策
を
掲
げ

一
九1

(

ニ
ー
一
六
一

)



◊
蕃
留

「

人
生
論
読
本
•
小
泉
信
三」

角

川

書

店

.
 

「

秩
序
あ
る
進
歩」

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
.

◊

著
®

y

「

十
日
十
話」

海
日
新
聞
社 

「

小
泉
信
三
渫」

(

現
代
知
性
全
集
11
愛
蔵
版)
日
本 

書
房

「

福
沢
論
吉
の
歴
史
観
I「

民
情一

新」

と
'

「

旧
藩
情J—

J

1

九
ニ 

(

一
三
六
ニ)

る
®
'

0
, 

;
3
2

揆
侵
入
亦
件
、
首
脳
会
談
決
裂
*

(

仏)

.
サ
ハ
ラ
で
原
爆
実
験
0 

(

キ)

カ
.ス
ト
ロ
酋
相
、
米
国
資
産
を
0
-#
咚 

E

中
惣
五
郎「

北
一
輝」

、「

講
座
社
会
保
障
/
平
井
新「

社
会
思
想
史
研 

究」

、
高
村
象
平「

ド
イ
ツ
，
ハ
ソ
ザ
の
研
究」

、
増
淵
竜
夫「

中
国
古
代 

の
社
会
と
国
家」

、「

現
代
日
本
産
粟
講
座」

、「

転
向
/

大
川
揭「

日
本 

経
済
の
分
析
/

「

日
本
産
業
史
体
系
/

「

論
#
*国
際
_
値
論
/

岛
恭
彦 

「

現
代
の
国
家
と
財
政
の
理
論」

、
加
藤
寛「

ソ
連
の
経
済
成
長
と
経
済
計 

.
画
/

「

マ
ル
ク
.ス.

K

ン
ゲ
ル
ス
全
集」

、
戸
原
四
郎「

ド
イ
ツ
金
融
資
本 

の
成
立
過
程J、

「

現
代
反
体
制
運
動
史」

•

嶋
中
事
件
〇
衆
院
で
政
防
法
案
強
行
可
決
o
釜
ヶ
崎
 ̂

件
〇
仙
台
高
裁
で
松
川
事
件
差
し
.戾
し
公
判
、
全
員
無 

罪
判
决
o
ソ
連
見
本
市
開
く
o
貿
易
自
由
化
促
進
計
画 

大
綱
決
ま
る
o
東
証
株
価
大
暴
落
〇
医
師
会
、
歯
科
医 

.師
会
全
国
一
斉
休
診
〇
構
造
改
革
論
争
〇
ラ
イ
シ
ヤ
ヮ 

丨
着
任
〇
政
暴
法
案
提
出Q

防
衛
ニ
法
、
農
菡
法
成
立
.
 

〇
池
田
ヶ
ネ
デ
ィ
会
談
〇
憲
法
調
杳
会
改
憲
審
議
〇
文 

部
省
学
力
テ
ス
ト
強
行
〇
三
無
事
件
〇
ミ
サ
イ
ル
基
地 

反
対
運
動
〇
炭
労
ス
ト
、
政
策
転
換
を
要
求
〇
政
暴
法 

反
対
デ
モ
。

.

(

米)

キH

丨
バ
と

断
交
''
侵
攻
に
失
敗
•

(

ア
ル
ジ
ユ
リ
ア)

自
決
国
民
投
票
、
ド
ゴ
ー
ル
支
持
。

(

イ
ス
ラ
エ
ル)

ア
イ
ヒ
マ
ン
栽
判
*

(

ソ)

人
間
'®
星
打
上
げ
成
功
。
新
綱
領
草
案
発
表•

公
明41C

結
成
〇
国
産
第 

一
型
研
究
用
原
子
炉
に
原 

子
の
火

と

も

る

〇
新
幹
線
テ
ス
ト
で
.時
速
ニ
〇
〇
キ
口
. 

の
新
記
録
〇
池
田
酋
相
大
学
管
理
制

度

改

正

を
言

明

、
 

大
学
問
題
o
人
つ
く

り

懇

談

会

生

ま

れ

る

〇
経
済
使
節 

団
訪
ソ
0
石
炭
.鉱
業
；調
查
団
石
炭
対
策
を
答
申
0
大
学

1 9 6 4 年 （昭 和 3 9 年) 1 9 6 3 年（昭和 3 8 年) 1962 年

私
家
版
新
文
明
社

四
月
高
村
塾
丧
、
学
生
の
政
治
活
動
を
禁

 

一

0

1
 

止
し
て
間
題
化
。

「

わ
が
！：

II

常」

新
潮
社 

「

一
つ
の
■岐
路」

文
芸
春
秋
新
社

一
月
货
金
カ
ッ
ト
を
め
ぐ
り
当
局
と
労 

組
の
対
立
激
化
、
四
庇
の
ス
ト
ラ
イ
キ
。

◊
著
进

「

ペ
ン
と
剣

」

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社

小
凍
信
三
博
士
年
譜
お
よ
び
著
作
目
録

の
自
治
を
守
る
会
結
成
〇
日
韓
会
談
反
対
運
動
。

(

米)

M

人
入
学
拒
否
で
学
生
軍
隊
と
衝
突
。

〇

中
印
国
境
紛
令
激
化
。

(

ソ)

キ
ュ
ー
バ
か
ら
ミ
サ
イ
ル
撤
去

•

学
術
会
議
原
子
力
潜
水
艦
寄
港
反
対
を
決
議
o
生
存
者 

，叙
勲
を
復
活
〇
o 

E 

C

D
加
盟
承
認
〇
原
水
禁
運
動
分 

裂
o
原
潜
反
対
運
動
活
発
化
〇
最
高
栽
松
川
事
件
上
告 

棄
却
o
原
子
力
発
電
に
成
功
0

I

L

O理
事
会
R
本
政 

府
を
批
判
〇
新
産
都
市
指
定
◦
物
価
値
上
り
激
•化
〇
三 

井
兰
河
鉱
大
爆
発
、.鶴
見
事
故
。

(

仏)

ド
ゴー

ル
、
英
の

E

E

C加
盟
拒
杏•

.

(

英)

プ
ロ
ヒ
ユ
ー
モ
事
件
。
 

.

(

米)

人
種
問
題
激
化
、
ケ
ネ
デ
ィ
暗
殺
さ
れ
る
。

(

ソ)

中
ソ
論
爭
を
め
.ぐ
り
モ
ス
ク
ワ
会
談
、

フ
ル
シ
チ
ョ
フ
失
脚
。
 

(

ヴ
ェ
ト
ナ
ム)

南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
で
ク
ー
デ
タ
。

ス
カ
ル
ノ
来
日
.〇
日
ソ
貿
易
交
渉
妥
結
〇
I

M

P八
条 

国
移
行
承
認
〇
四

.
一
七
ス
ト
延
期
0

O

E

C

D
加
盟 

〇
日
共
、
.志
賀
•
鈴
木
•
神
山
V
中

野
を
除
名
〇
部
分 

核
停
条
約
成
立
0
,新
潟
地
震
〇
新
幹
線
営
業
開
始
〇
オ 

リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京
大
会
〇
原
子
力
潜
水
艦
佐
世
保
入
港 

〇
公
明
党
結
成
〇
米
価
な
ど
物
価
値
上
げ
甚
し
0
佐
藤 

內
閣
成
立
〇
全
学
連
早
大
構
内
で
乱
闘
〇
日
共
四
•
一
 

七
ス
ト
問
題
で
自
己
批
判
。

(

米)

パ
ナ
マ
事
件
。

(

仏)

中
国
を
承
認
。

S

ソ
ウ
ル
で
学
生
デ
モ
、
成
厳
令
*

(

イ
ン
ド
ネ
シ
ア)

ス
カ
ル
ノ
大
統
領
、
マ
レー

シ
ア
紛
砕
を
命
令•

(

ヴ
ェ
ト
ナ
ム)

米
機
北
煤
、
ト
ン
キ
ン
湾
填
件
、
南
で
反
政
府
暴
動 

激
化
、
流
血
デ
.モ
続
き
戒
厳
令
、
米
軍
将
校
宿
舎
爆
破
さ
れ
る
。

(

中)

核
実
験
に
成
功
。

九

三

(

ニ
ニ
六
三)
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(

中)

文
化
大
革
命
•

(

印)

ガ
ン
デ
ィ
女
史
首
相
と
な
る
、
食
摄
危
睽* 

o

ヴ
ヱ
ト
ナ
ム
尤
爆
激
化
、

ホ
ノ
ル
ル
会
議
* 

(

，
ィ

ン

ド

ネ

シ

ア

)

反

共
デ
モ

続
き
、
共
産
党
非
合
法
化
，
 

〇

ド
ゴ
ー
ル
、

N

A

T

Oの
改
組
を
要
求
。
脱
退
を
宣
言
‘

(

英

i

党
大
勝
，

同路動荒件早 
な線き船、大 
どを活 '田事 
企と潑松中件 
業ると野彰、 
合〇な 、治大 
併三る上事学 
続菱〇林件紛 
く重航山な争 
。エ空事ど続 
統 機 件 、く 
合の〇政〇 
'事小界専 

日故選の売 
産連挙腐公 
•続区敗社 
プ〇制事選 
リ日を件举 
ン共め続遠 
ス自ぐく反 
合主る '事

1966年 （昭和41年）:

白

井

厚

萊
京
都
ょ
り
名
誉
都
民
の
称
号
を
贈 

ら

れ

る

。
 

i
月

学

^
値
上
げ

に
反
対
し
て
学
生
ス

ニ
月
経
済
学
部
助
教
授
助
手
会
結
成
。
要

' 

鈕
密
を
発
表
。
 

.

三
月
高
村
塾
長
辞
任

•

四
月
永
沢
法
学
部
畏
、
塾
長
と
な
る
。

一
〇
月
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
足
審
議
。

期
待
さ
れ
る
人
間
像
発
表
〇
1
乙
0
調
崙
囲
来
1=
〇
慶 

大
学
費
値
上
反
対
ス
ト
〇
原
潜
寄
港
続
く
〇
三
矢
研
究 

問
題
化
〇
H
韓
基
本
条
約
仮
調
印
〇
北
炭
夕
張
炭
鉱
で 

ガ
ス
爆
発
〇
山
陽
特
殊
鋼
な
ど
倒
産
o
東
証
ダ
ウ
安
値 

更
新
0
東
京
都
議
会
_
長
逮
捕
〇
1

1

0案
件
可
決
〇 

吹
原
産
業
事
件
〇
海
員
組
合
ス
ト
o
公

労

協

半

‘
日

ス

ト 

O

戈
鉄
ニ
四
時
間
ス
ト
〇
佐
々
木
更
三
社
会
党
委
員
長 

に
当
選
〇
山
一
証
券
へ
日
銀
特
別
融
資
〇
山
野
炭
鉱
爆 

発
事
故
0
日
韓
条
約
調
印
〇
都
議
会
選
挙
で
社
会
党
第 

1

党
o
社
会
"
公
明
小
選
举
区
制
反
対
で
共
闘
確
認
。

(

韓)

南
ヴ

I
ト
ナ
ム
へ
ニ
千
人
派
兵
、

ソ
ウ
ル
に
衛
戍
令
発
動
、

H 

韓
条
約
批
准
案
を
与
党
垠
独
で
可
決
。

(

イ
ン
ド
ネ
シ
ア

)

国
速
脱
退
、
ク
ー
デ
タ
起
る
。

(

ソ)

モ
ス
ク
ワ
で
世
界
共
産
党
協
議
会
ノ
中
国
共
産
党
不
参
如
。

(

ヴH

ト
ナ
ム

)

ア
メ
リ
カ

大
使
館
煤
破
、
米
地
上
¥

1&
:

接

戦

開

参

如 

表

明

。 

o

中

ソ

論

争

激

化*

五
月
十
一
H
心
筋
梗
塞
症
に
ょ
り
死 

去
。

五
月
十
四
日
青
山
罪
儀
所
に
お
い
て 

キ
リ
ス
ト
教
式
に
ょ
り
葬
儀
。

九
/J
サ
ル
ト
ル
，
ボ
ー
ボ
ヮ

ー

ル
来
塾
、
 

知
識
人
の
役
割
と
女
性
の
地
位
に
つ
い
て 

講S
。

.

◊
著
書

「

小
枭
信
三
集」

(

現
代
人
生
論
全
集
3」

雪
華
社 

「

福
沢
論
杏」

(

岩
波
新
書)

岩
波
書
店 

「

座
談
お
ぼ
え
書
き」

文
芸
審
秋
社

「

国
家
の
死
亡」

フ
ヱ
イ
ス
社

「

私
の
文
芸
談」

新
潮
社

「

海
軍
主
計
大
尉
小
泉
信
吉」

文
芸
春
秋
社

「

私
の
履
歴
書」

日
本
経
済
新
聞
社

一
九
四(

ニ
ー一

六
四)


